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は
じ
め
に

　

か
つ
て
、
江
戸
城
下
に
は
「
高
橋
」・「
大
橋
」
と
呼
ば
れ
た
橋
が
架
か
っ
て
い
た
。

こ
の
橋
の
所
在
地
を
め
ぐ
っ
て
は
長
い
研
究
史
が
あ
り
、
そ
の
評
価
も
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
本
稿
は
こ
の
問
題
を
あ
ら
た
め
て
検
討
し
、
慶
長
期
以
前
の
都
市
江
戸
の
構

造
と
変
遷
を
探
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

　

ま
ず
は
二
つ
の
橋
の
典
拠
と
す
る
史
料
を
掲
げ
た
い
。

【
史
料
１
】
江
戸
城
静
勝
軒
詩
序
並
江
亭
記
等
写
（『
新
編
埼
玉
県
史
』
資
料
編
８
）

　
　
　
　

寄
題
江
戸
城
静
勝
軒
詩
序
洛

　
　

武
州
江
戸
城
者
、
太
田
左
金
吾
道
灌
源
公
所
肇
築
也
、

　
　
（
中
略
）

　
　

�

夫
城
之
為
地
、海
陸
之
饒
、舟
車
之
会
、他
州
異
郡
、蔑
以
加
焉
、塁
之
高
十
余
丈
、

懸
崖
峭
立
、周
以
繚
垣
者
数
十
里
許
、外
有
巨
溝
浚
塹
、咸
徹
泉
脈
、瀦
以
粼
碧
、

架
巨
材
為
之
橋
、以
為
出
入
之
備
、而
鉄
其
門
、右
其
墻
、磴
其
径
、左
盤
右
紆
、

聿
升
其
塁
、
公
之
軒
峙
其
中
、
閣
距
其
後
、
直
舎
翼
其
側
、
戌
樓
・
保
障
・
庫

庾
・
廏
廠
之
属
、
為
屋
者
若
干
、
西
望
則
逾
原
野
而
雪
嶺
界
天
、
如
三
万
丈
白

玉
屏
風
者
、
東
視
則
阻
墟
落
、
而
瀛
海
蘸
天
、
如
三
万
頃
碧
瑠
璃
之
田
者
、
南

嚮
則
浩
乎
原
野
寛
舒
広
衍
、
平
蕪
菌
布
、
一
目
千
里
、
野
与
海
接
、
海
与
天
連

者
、
是
皆
公
几
案
間
一
物
耳
、
以
故
軒
之
南
名
静
勝
、
東
名
泊
船
、
西
名
含
雪
、

公
息
斯
遊
斯
、

　
　
（
中
略
）

　
　

�

城
之
東
畔
有
河
、
其
流
屈
折
而
南
入
海
、
商
旅
大
小
之
風
帆
、
漁
獵
来
去
之
夜

篝
、
隠
見
出
没
於
竹
樹
烟
雲
之
際
、
至
高
橋
下
、
繋
纜
閣
櫂
、
鱗
集
蚊
合
、
日
々

成
市
、
則
房
之
米
、
常
之
茶
、
信
之
銅
、
越
之
竹
箭
、
相
之
旗
旄
騎
卒
、
泉
之

珠
犀
異
香
、
至
醢
魚
漆
枲
、
巵
茜
筋
膠
、
薬
餌
之
衆
、
無
不
彙
聚
区
別
者
、
人

之
所
頼
也
、（
中
略
）

　
　

文
明（
一
四
七
六
）

八
年
丙
申
秋
八
月　

群
玉
峯
叟
蕭
庵
龍
統

　
　
（
後
略
）

【
史
料
２
】
北
条
氏
政
判
物
（『
小
田
原
市
史
』
史
料
編�

中
世
Ⅱ�

七
五
四
）
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「
高
橋
」
と
「
大
橋
」　

～
中
世
か
ら
近
世
初
頭
に
お
け
る
江
戸
城
下
の
景
観
～

齋　

藤　

慎　

一
＊

＊
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
学
芸
員

キ
ー
ワ
ー
ド　

大
橋　

高
橋　

常
盤
橋　

大
手
門　

太
田
道
灌　

平
河

　
　
　
　
　
　

梅
坂　

江
戸
城
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の
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一�

、
岩
付
之
事
者
、
外
帳
ニ
番
致
之
、
夜
廻
さ
へ
堅
固
ニ
候
へ
ハ
、
普
請
等
堅

固
候
間
、
相
違
無
御
座
候
、
然
共
、
沼
田
可
相
移
儀
者
尤
候
間
、
一
札
進
上

之
事
、

　
　

一�
、
下
総
衆
葛
西
へ
ハ
御
無
用
候
、
一
向
模
様
悪
御
座
候
、
彼
書
中
共
、
可
有

御
披
見
候
、
金
口
へ
胤
富
陣
を
被
出
候
へ
ハ
、
尤
候
間
、
其
分
申
遣
候
、
定

房
州
衆
当
口
長
陣
候
者
、
下
総
へ
可
被
出
歟
、
何
与
被
出
候
共
、
彼
口
別
条

御
座
有
間
敷
候
、
一
切
彼
国
之
面
々
之
儘
ニ
さ
せ
ら
れ
、
可
被
為
置
候
、
高

城
ニ
者
、
江
城
大
橋
宿
へ
可
移
由
、
露
紙
面
候
事
、

　
　

一�

、
遠
山
衆
太
田
四
郎
兵
衛
可
然
候
、
彼
を
物
主
ニ
本
城
・
中
城
可
被
仰
付
候
、

以
上
、

　
　
　
　
　
　

極（
永
禄
十
一
年
・
一
五
六
八
）

月
十
七
日　
　
　

氏
政
（
花
押
）

　
　
　
　

遠
山
新
四
郎
殿

　

前
者
の
【
史
料
１
】
は
太
田
道
灌
の
頃
の
江
戸
城
の
様
子
を
論
じ
る
際
、
必
ず
取

り
上
げ
ら
れ
る
史
料
で
あ
る
。
引
用
し
た
史
料
中
の
後
半
に
「
高
橋
」
が
登
場
し
、

江
戸
城
下
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
城
の
東
側
に
は
河
川

が
南
流
し
て
海
に
注
い
で
お
り
、
そ
の
途
中
に
「
高
橋
」
が
架
か
っ
て
い
る
様
相
が

述
べ
ら
れ
る
１
。

　

続
く
【
史
料
２
】
は
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
に
北
条
氏
政
が
房
総
方
面
の

情
勢
に
対
処
す
る
た
め
、
岩
付
城
と
江
戸
城
の
対
策
を
遠
山
康
英
に
指
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
二
か
条
目
に
「
江
城
大
橋
宿
」
が
登
場
す
る
。「
江
城
」
は
江
戸
城
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
り
２
、「
江
城
」
に
引
き
続
い
て
「
大
橋
宿
」
が
記
載
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
江
戸
城
下
の
「
大
橋
宿
」３
と
解
釈
し
た
い
。
永
禄
十
一
年
段
階
で
は
警

固
の
た
め
に
高
城
胤
辰
が
わ
ざ
わ
ざ
下
総
国
小
金
か
ら
派
遣
さ
れ
る
。
詳
細
は
後
述

す
る
が
、
想
定
さ
れ
て
き
た
場
所
か
ら
考
え
て
、「
大
橋
」
は
房
総
方
面
へ
の
入
口

に
あ
た
る
重
要
な
城
下
の
地
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
町
場

の
名
称
が
「
大
橋
」
を
冠
す
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
城
下
に
架
け
ら
れ
橋
に
連
続
し
て

展
開
し
た
町
場
の
様
相
が
想
像
さ
れ
る
。

　

こ
の
二
点
の
史
料
か
ら
、
文
明
期
に
は
「
高
橋
」、
永
禄
十
一
年
に
は
「
大
橋
」

と
い
う
江
戸
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
橋
が
架
橋
さ
れ
て
お
り
、
前
者
に
は
湊
を
と

も
な
っ
た
町
場
が
、
後
者
に
は
「
宿
」
と
い
う
城
下
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
語
っ

て
い
る
。
ち
な
み
に
前
者
の
町
場
は
当
時
の
江
戸
城
下
平
河
４
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
戦
国
期
の
「
高
橋
」・「
大
橋
」
に
か
か
わ
る
直
接
的
な
史
料
は
そ
れ
ぞ
れ

こ
の
他
に
は
な
い
。
そ
し
て
暗
黙
裡
に
両
者
は
同
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
点
も
含
め
、「
高
橋
」・「
大
橋
」
を
再
検
討
す
る
の
が
本
稿
の
起
点
で
あ
る
。

ま
ず
は
「
高
橋
」
か
ら
振
り
返
り
た
い
。

１　
「
高
橋
」
の
位
置

　
【
史
料
１
】
に
あ
る
「
高
橋
」
に
つ
い
て
『
東
京
市
史
稿
』
は
、
慶
長
年
間
前
半

期
の
景
観
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
「
別
本
慶
長
図
」
さ
ら
に
は
「
武
州
豊
島
郡
江

戸
庄
図
」（
寛
永
江
戸
図
）
が
三
の
丸
の
大
手
門
の
位
置
に
「
元
大
橋
」
と
記
載
す

る
こ
と
、こ
の
二
点
を
重
視
す
る
。
こ
の
こ
と
を
根
拠
と
し
つ
つ
も
、「
故
ニ
本
書
ハ
、

姑
ク
江
亭
記
ノ
高
橋
ヲ
以
テ
元
大
橋
即
チ
後
ノ
大
手
橋
ニ
擬
シ
、以
テ
後
考
ヲ
俟
ツ
」

と
論
じ
て
い
る
（
東
京
市
役
所
一
九
一
四
）５
。「
高
橋
」
と
「
大
橋
」
を
大
手
門
の

位
置
に
比
定
し
、
か
つ
両
橋
を
同
一
と
み
な
し
て
い
る
。
近
年
に
至
る
議
論
の
起
点

と
な
る
見
解
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
菊
池
山
哉
は
「
こ
の
川
は
平
川
で
あ
り
、
今
の
外
濠
川
か
ら
一
石

橋
で
東
を
さ
し
て
江
戸
橋
で
海
へ
注
い
だ
も
の
で
あ
り
、
高
橋
と
は
常
磐
（
マ
マ
）橋

の
こ
と

で
あ
る
」
と
述
べ
、『
東
京
市
史
稿
』
が
検
討
の
過
程
で
否
定
し
た
説
を
再
論
し
て

い
る
（
菊
池
一
九
五
六
）。
つ
ま
り
、
平
川
の
流
路
は
自
然
流
路
と
し
て
日
本
橋
川

に
接
続
し
、
東
京
湾
に
注
い
だ
と
い
う
、
竹
橋
付
近
よ
り
東
へ
と
い
う
流
路
を
菊

池
は
考
え
て
い
た
【
図
１
参
照
】。
こ
の
説
を
前
島
康
彦
（
前
島
一
九
七
五　

初
出

一
九
五
六
）・『
千
代
田
区
史
』
上
（
千
代
田
区
役
所
一
九
六
〇
）・
勝
守
す
み
（
勝

守
一
九
六
六
）・
杉
山
博
（
東
京
都
一
九
七
九
）
ら
が
支
持
し
て
い
る
６
。
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両
説
が
並
び
立
つ
な
か
「
本
来
の
平
川
の
河
流
は
皇
居
前
広
場
―
日
比
谷
入
江
に

注
ぎ
、
国
電
新
橋
駅
付
近
か
ら
東
京
湾
に
流
入
し
て
い
た
」
と
解
し
、
竹
橋
付
近
よ

り
南
へ
流
れ
た
と
主
張
し
た
の
は
鈴
木
理
生
で
あ
っ
た
（
鈴
木
一
九
七
五
）。
鈴
木

説
は
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
、
さ
ら
に
は
平
川
を
郡
界
と
考
え
る
立
場
か
ら
、
江

戸
前
島
が
荏
原
郡
で
は
な
く
豊
島
郡
に
属
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
根
拠
と
し
て
い

る
。
そ
の
上
で
、
東
に
流
れ
る
平
川
の
流
路
の
変
更
は
人
為
的
な
も
の
で
あ
り
、
太

田
道
灌
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
論
じ
た
。
人
工
開
削
に
よ
る
流
路
変
更
の
指
摘
は
重

要
な
指
摘
で
あ
り
、
継
承
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
「
江
戸
城
を
江
戸

湊
と
の
関
連
で
考
え
る
と
、
や
は
り
竹
橋
―
大
手
門
、
あ
る
い
は
吉
祥
門
（
桔
梗

門
）
を
結
ぶ
線
に
大
手
（
正
門
）
が
あ
っ
た
」
と
論
じ
る
。
大
手
の
位
置
と
流
路
変

更
の
問
題
を
切
り
離
し
て
論
じ
る
点
は
見
逃
せ
な
い
。
な
お
、
平
川
の
流
路
の
変
更

に
と
も
な
っ
て
日
比
谷
入
江
お
よ
び
平
川
流
域
の
沖
積
地
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
こ
の
状
況
に
つ
い
て
は
後
藤
宏
樹
が
考
古
学
的
に
論
じ
て
い
る
７
（
後
藤

二
〇
〇
四
）。

　

そ
の
後
、
鈴
木
は
前
説
を
確
認
し
つ
つ
「
平
川
河
口
は
江
戸
城
と
江
戸
前
島
の
間

を
流
れ
て
日
比
谷
入
江
に
注
い
で
い
た
」
と
論
じ
た
（
鈴
木
一
九
七
八
）。
そ
し
て

日
本
橋
川
へ
の
接
続
は
太
田
道
灌
に
よ
る
も
の
で
、「
江
戸
城
と
江
戸
前
島
と
を
陸

続
き
に
す
る
こ
と
、
お
よ
び
江
戸
湊
の
範
囲
を
拡
張
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
さ
ら
に

そ
れ
ま
で
の
河
口
部
の
洪
水
防
止
と
、
日
比
谷
入
江
の
陸
化
を
防
止
し
、
旧
平
川
河

床
は
江
戸
城
の
外
濠
に
転
用
」
す
る
た
め
と
論
じ
た
（
鈴
木
Ａ
説
）。
こ
の
説
で
「
高

橋
」
に
つ
い
て
は
、「
寄
題
江
戸
城
静
勝
軒
詩
序
」
の
該
当
箇
所
を
解
釈
し
、「
城
の

東
に
平
川
、
江
戸
前
島
が
あ
り
、
平
川
の
流
れ
は
曲
折
し
て
南
の
方
、
海
に
入
り
、

大
小
の
商
船
や
漁
船
は
江
戸
前
島
周
辺
に
群
が
り
、
平
川
河
口
に
は
高
橋
（
舟
が
く

ぐ
れ
る
橋
の
意
味
）
が
か
か
り
、
湊
に
出
入
す
る
多
数
の
船
舶
に
よ
り
、
日
々
市
を

な
す
盛
況
」
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
「
高
橋
」
の
位
置
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
は
必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
平
川
河
口
で

あ
る
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
、
太
田
道
灌
に
よ
る
流
路
変
更
と
い
う
立

場
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
の
鈴
木
に
よ
る
「
高
橋
」
の
理
解
は
菊
池
説
の
高
橋

＝
常
盤
橋
に
近
い
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
前
説
で
の
大

手
の
位
置
の
理
解
と
差
異
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
「
平
川
の
流
れ
は
曲

折
し
て
南
の
方
、
海
に
入
り
」
の
表
現
は
「
高
橋
」
が
大
手
付
近
に
所
在
し
て
い
た

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
川
本
流
が
新
旧
の
ど
ち
ら
か
も
含
め
「
高

橋
」
の
場
所
は
明
確
で
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
て
平
野
明
夫
は
「『
寄
題
江
戸
城
静
勝
軒
詩
序
』
は
、
平
河
の
河

口
高
橋
の
辺
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
高
橋
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
説

が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
文
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
述
べ

つ
つ
も
、「
こ
の
文
は
、
高
橋
に
様
々
な
物
資
が
集
ま
り
、
市
場
を
形
成
し
て
い
た

様
子
を
描
い
て
い
る
」
と
論
じ
、
史
料
か
ら
読
み
込
め
る
重
要
点
を
指
摘
す
る
（
平

野
一
九
八
九
）。
さ
ら
に
「『
左
金
吾
源
大
夫
江
亭
記
』
は
、
江
戸
湾
岸
に
民
家
が
密

集
し
て
い
る
様
子
を
、『
静
勝
軒
銘
並
序
』
は
、
城
門
前
の
市
の
情
景
を
描
き
、
江

戸
が
「
一
都
会
」
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。「
高
橋
」
の
場
所
に

図１　菊池山哉「五百年以前江戸城下図」
（古泉一九八九より）
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つ
い
て
「
こ
の
文
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
不
可
能
」
と
断
じ
つ
つ
も
、「
平
河
の
河

口
高
橋
」
と
述
べ
、「
高
橋
」
が
所
在
す
る
地
の
条
件
を
述
べ
て
い
る
点
に
は
注
目

し
た
い
。

　

そ
の
後
、
鈴
木
は
基
本
的
に
流
路
変
更
と
い
う
自
説
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
そ
の

変
更
時
期
に
つ
い
て
の
理
解
を
改
め
、「
天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
の
直
営
工
事
は

二
つ
の
工
事
だ
っ
た
。
一
つ
は
平
川
の
付
け
替
え
で
、
目
的
は
日
比
谷
入
江
埋
め
立

て
の
前
提
と
し
て
、
平
川
の
流
入
を
止
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
」（
鈴
木
Ｂ
説
）
と
論

じ
る
（
鈴
木
二
〇
〇
〇
）。
年
代
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
流
路
変
更
の
施
工

者
を
太
田
道
灌
か
ら
徳
川
家
康
へ
と
し
、
か
つ
そ
の
目
的
も
「
陸
化
を
防
止
」
か
ら

「
日
比
谷
入
江
埋
め
立
て
」
へ
と
大
き
く
転
じ
た
。
こ
の
時
に
平
川
河
口
の
「
高
橋
」

と
い
う
従
来
の
視
点
を
維
持
す
る
の
で
あ
れ
ば
、家
康
に
よ
る
流
路
変
更
以
前
の「
高

橋
」
を
常
盤
橋
に
比
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、「
高
橋
」
は
日
比
谷
の
入
り

江
に
注
ぐ
平
川
の
河
口
に
架
橋
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う

か
、
変
更
さ
れ
た
流
路
に
架
か
る
常
盤
橋
に
つ
い
て
は
「
大
橋
」
の
名
称
を
充
て
て

い
る
。
こ
の
こ
と
に
も
注
意
を
払
い
た
い
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
鈴
木
Ａ
説
が

持
っ
た
「
高
橋
」
の
曖
昧
さ
は
払
拭
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
鈴
木
が
論
じ
る

重
点
は
、
鈴
木
Ａ
説
以
来
、
河
川
流
路
に
視
線
が
注
が
れ
る
。「
高
橋
」
に
つ
い
て

は
問
題
意
識
が
低
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
所
在
地
な
ど
に
つ
い
て
詳
説
は
な
い
。

結
果
と
し
て
、「
高
橋
」
の
位
置
に
つ
い
て
は
曖
昧
さ
を
残
し
て
い
る
８
。

　

な
お
、
こ
の
鈴
木
Ｂ
説
と
関
連
す
る
こ
と
に
な
る
が
、『
東
京
市
史
稿
』
と
谷
口

榮
（
谷
口
二
〇
一
六
）
は
大
手
橋
を
「
高
橋
」
と
考
え
て
い
る
。

　

概
し
て
、
平
川
の
河
道
と
「
高
橋
」
に
つ
い
て
は
、
三
説
に
整
理
で
き
る
。

　
　
（
Ⅰ
説
）�　

自
然
流
路
と
し
て
日
本
橋
川
に
流
れ
込
み
、
常
盤
橋
を
「
高
橋
」
と

す
る
。

　
　
（
Ⅱ
説
）�　

自
然
流
路
と
し
て
大
手
町
付
近
の
日
比
谷
入
江
に
流
れ
込
ん
で
い
た

が
、
流
路
変
更
後
に
日
本
橋
川
に
流
れ
込
み
、
常
盤
橋
を
「
高
橋
」
と

す
る
。

　
　
（
Ⅲ
説
）�　

自
然
流
路
と
し
て
日
比
谷
入
江
に
流
れ
込
み
、「
高
橋
」
は
そ
の
河

口
の
大
手
橋
付
近
に
架
か
る
と
す
る
。

　

こ
の
う
ち
、（
Ⅰ
説
）
の
自
然
流
路
説
は
鈴
木
に
よ
り
否
定
さ
れ
、
さ
ら
に
後
藤

に
よ
っ
て
も
考
古
学
的
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
は
自
然
流
路
の

平
川
は
日
比
谷
入
江
に
注
い
で
い
た
こ
と
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
９
。
と
す
る
な
ら

ば
、
焦
点
は
（
Ⅱ
説
）「
高
橋
」
は
常
盤
橋
と
な
る
か
、
あ
る
い
は
（
Ⅲ
説
）
大
手

橋
付
近
の
平
川
河
口
の
架
か
っ
た
橋
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
は

鈴
木
Ａ
説
と
鈴
木
Ｂ
説
、
す
な
わ
ち
流
路
変
更
を
行
っ
た
主
体
は
太
田
道
灌
で
あ
る

か
徳
川
家
康
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
鈴
木
自
身

が
転
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
鈴
木
Ｂ
説
が
結
論
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
谷
口
榮
が
批
判
す
る
よ
う
に
、
鈴
木
Ｂ
説
に
転
説
し
た
論
拠
が
明
確
で
な
い
（
谷

口
二
〇
一
八
）10
。
つ
ま
り
議
論
の
焦
点
は
平
川
の
流
路
変
更
が
何
時
で
あ
り
、
ど

の
よ
う
な
背
景
で
あ
っ
た
か
を
再
論
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
研
究
史
は
多
く
の
蓄
積
を
重
ね
つ
つ
も
、
お
よ
そ
百
年
に
し
て
一

巡
し
、『
東
京
市
史
稿
』
が
「
故
ニ
本
書
ハ
、
姑
ク
江
亭
記
ノ
高
橋
ヲ
以
テ
元
大
橋

即
チ
後
ノ
大
手
橋
ニ
擬
シ
、
以
テ
後
考
ヲ
俟
ツ
」（
東
京
市
役
所
一
九
一
四
）
と
論

じ
て
い
た
地
点
に
立
ち
戻
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　

す
で
に
後
藤
宏
樹
が
考
古
学
的
に
論
じ
て
い
る
が
、
自
然
流
路
の
平
川
は
日
比
谷

入
江
に
注
い
で
い
た
（
後
藤
二
〇
〇
四
）。
こ
の
点
は
【
図
２
】
や
国
土
地
理
院
が

公
開
す
る
デ
ジ
タ
ル
標
高
地
形
図
11
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
雉
子
橋
門
か
ら
神
田
橋

に
い
た
る
一
ツ
橋
一
丁
目
か
ら
錦
町
一
丁
目
に
至
る
区
間
（【
図
２
】
で
中
央
気
象

台
か
ら
都
建
設
局
を
経
て
神
田
橋
へ
と
至
る
付
近
）
は
、本
郷
か
ら
南
へ
と
延
び
る
、

神
田
山
を
ピ
ー
ク
と
す
る
半
島
状
の
地
形
の
山
裾
に
あ
た
る
。
地
形
か
ら
弧
状
を
呈

す
る
は
ず
の
流
路
は
、
屈
曲
し
な
が
ら
も
直
線
を
繋
い
で
尾
根
の
先
端
を
掘
り
通
し

て
い
る
。
さ
ら
に
日
本
銀
行
付
近
お
よ
び
日
本
橋
付
近
は
二
本
の
台
地
を
横
断
し
て

お
り
、
同
じ
く
人
工
開
削
と
考
え
ら
れ
る
12
。
加
え
て
、
両
所
の
台
地
の
間
に
あ
る

谷
の
微
地
形
（【
図
２
】
で
神
田
橋
付
近
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
と
交
差
す
る
常
盤
橋
付
近
）
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が
存
在
す
る
が
、
こ
の
地
形
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
河
川
は
直
線
的
に
東
へ
と
流

れ
る
。
す
な
わ
ち
自
然
流
路
で
は
な
く
、
人
工
開
削
に
よ
る
流
路
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。
平
川
か
ら
日
本
橋
川
に
至
る
流
路
は
鈴
木
や
後
藤
が
論
じ
て
き
た

よ
う
に
人
工
開
削
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
問
題

は
人
工
開
削
と
常
盤
橋
の
架
橋
の
時
期
で
あ
る
。

　
「
慶
長
江
戸
図
」（【
図
３
】・【
口
絵
６
】
参
照
）
が
語
る
よ
う
に
、
お
よ
そ
慶
長

十
二
年
（
一
六
〇
七
）
頃
ま
で
に
は
、こ
の
流
路
変
更
は
完
成
し
て
い
た
。
こ
の
「
慶

図２　丸の内周辺の基盤地形と遺跡（鈴木尚一九六三）

図３　「慶長江戸図」
（東北大学図書館狩野文庫　3-8827-1）
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長
江
戸
図
」
が
描
い
た
状
況
と
な
る
、
直
前
の
江
戸
城
修
築
工
事
と
は
、
慶
長
十
一

年
の
本
丸
工
事
で
あ
る
。
雉
子
橋
門
か
ら
常
盤
橋
門
へ
と
至
る
流
路
変
更
、
す
な
わ

ち
こ
の
時
点
で
完
成
し
て
い
た
外
郭
線
の
普
請
は
、
慶
長
十
二
年
か
ら
あ
る
程
度
の

時
間
を
遡
っ
た
時
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が
、
東
京
駅
八
重
洲
北
口
遺
跡
の
調
査
成
果
で
あ
る
（
千

代
田
区
東
京
駅
八
重
洲
北
口
遺
跡
調
査
会
ほ
か
二
〇
〇
三
）。
遺
跡
名
称
に
明
ら
か

な
よ
う
に
、
遺
跡
は
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
に
所
在
し
、「
慶
長
江
戸
図
」
に
お

い
て
は
譜
代
大
名
小
笠
原
信
之
の
屋
敷
地
内
に
あ
た
る
（【
図
４
】
参
照
）。
同
所
は

雉
子
橋
門
か
ら
常
盤
橋
門
へ
と
至
る
人
工
流
路
を
含
む
当
時
の
江
戸
城
外
郭
線
の
堀

線
の
城
内
側
に
な
る
。
調
査
の
結
果
、近
世
段
階
で
の
遺
構
面
は
４
期
に
区
分
さ
れ
、

そ
の
う
ち
の
２
期
が
小
笠
原
屋
敷
以
降
に
あ
た
る
と
す
る
。
そ
の
下
面
で
あ
る
１
期

に
は
武
家
屋
敷
は
な
く
、自
然
堆
積
層
で
あ
る
灰
色
粘
土
層
に
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
１
期
の
概
要
は
小
穴
類
147
基
、
土
坑
42
基
、
溝
24
基
、
井
戸
６
基
、
堀
状
遺
構

１
基
、
墓
坑
10
基
を
数
え
た
。
お
よ
そ
２
期
以
降
の
武
家
屋
敷
と
は
異
な
る
様
相
を

呈
し
て
い
る
。
年
代
は
十
六
世
紀
第
４
四
半
期
か
ら
十
七
世
紀
の
ご
く
初
頭
と
考
察

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
注
目
し
た
い
遺
構
は
墓
坑
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
江
戸
前
島
の
西
側

で
は
中
世
か
ら
の
墓
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
中
世
墳
墓
群
が
存
在
し
た
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。こ
の
中
世
墳
墓
群
は
平
河
の
町
場
の
周
縁
部
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
、

東
京
駅
八
重
洲
北
口
遺
跡
の
墓
坑
も
一
連
の
広
が
り
の
な
か
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
10
基
の
墓
坑
の
う
ち
に
２
基
か
ら
は
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
物
が
発
見
さ

れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
墓
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

北
条
領
国
段
階
で
キ
リ
シ
タ
ン
が
布
教
さ
れ
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
同

墓
は
お
お
よ
そ
徳
川
家
康
入
部
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
キ
リ
シ
タ
ン
墓
は
同
地

が
小
笠
原
邸
と
な
る
直
前
の
遺
構
で
あ
っ
た
（【
図
４
】
参
照
）。
中
世
的
な
墳
墓
群

が
展
開
す
る
空
間
か
ら
近
世
的
な
武
家
屋
敷
地
の
空
間
へ
と
い
う
変
化
は
、
大
規
模

な
都
市
設
計
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
都
市
江
戸
の
拡
張
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
墓

図４　「慶長江戸図」中の東京駅八重洲北口遺跡位置図（★印が調査地点）
（千代田区東京駅八重洲北口遺跡調査会ほか二〇〇三に加筆）
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地
群
は
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
消
滅
し
た
。
と
す
る
な
ら
ば
「
慶
長
江
戸
図
」
に
描
か

れ
る
外
郭
線
（
人
工
的
に
開
削
さ
れ
た
平
川
流
路
）
が
成
立
す
る
の
は
、
発
掘
調
査

地
点
が
小
笠
原
邸
と
な
っ
た
時
期
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
り
、
慶
長
十
二
年
を
遡
る
こ

と
数
年
前
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
水
堀
や
塁
壁
で
囲
ま
れ
た
外
郭
線

の
内
側
に
中
世
墳
墓
群
が
展
開
す
る
光
景
は
想
定
し
難
い
。
つ
ま
り
家
康
が
江
戸
入

部
し
た
頃
の
平
川
は
日
比
谷
入
江
に
注
い
で
い
た
の
で
あ
り
、
平
川
東
岸
に
は
江
戸

城
の
中
核
部
は
及
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
入
城
後
の
江
戸
城
改
築

の
な
か
で
、
平
川
の
河
川
流
路
が
変
更
さ
れ
、「
慶
長
江
戸
図
」
に
見
ら
れ
る
外
郭

線
が
整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
『
落
穂
集
』13
に
お
い
て
は
、「
一
、
団
左
衛
門
居
屋
敷
之
事
」
と
い
う

項
目
を
立
て
、
弾
左
衛
門
屋
敷
が
日
本
橋
付
近
の
小
山
に
あ
っ
た
旨
を
記
し
て
い

る
14
。
す
で
に
無
く
な
っ
た
屋
敷
地
を
確
認
す
る
問
い
に
対
し
て
、「
我
等
承
り
及

ひ
候
は
」
と
受
け
答
え
す
る
こ
と
は
、
時
間
の
経
過
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
被
差
別

民
の
集
落
が
都
市
の
周
辺
に
所
在
し
た
点
に
立
て
ば
、
常
盤
橋
門
の
東
側
の
本
町
通

が
城
下
で
あ
っ
た
段
階
に
は
想
定
で
き
ず
、
本
町
通
が
都
市
化
す
る
以
前
に
お
い
て

は
、
日
本
橋
付
近
が
都
市
江
戸
の
周
縁
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
常
盤
橋

架
橋
に
と
も
な
う
町
割
以
前
の
様
相
と
考
え
ら
れ
よ
う
15
。

　

以
上
の
よ
う
に
、平
川
の
流
路
変
更
は
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
以
降
で
あ
り
、

か
つ
「
慶
長
江
戸
図
」
の
様
相
が
成
立
す
る
以
前
の
段
階
で
あ
る
。
お
お
よ
そ
文
禄

期
か
ら
慶
長
期
前
半
段
階
す
な
わ
ち
徳
川
家
康
期
に
実
施
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が

妥
当
と
な
る
16
。
平
川
流
路
の
変
更
は
家
康
が
江
戸
城
入
城
し
た
以
後
に
行
っ
た
改

修
工
事
に
よ
る
と
な
る
と
、
改
修
工
事
以
前
に
は
常
盤
橋
が
架
橋
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
な
る
。
ゆ
え
に
「
高
橋
」
を
常
盤
橋
に
比
定
す
る
説
は
成
り
立
た
な
い
。

同
時
に
「
高
橋
」
は
流
路
変
更
以
前
の
橋
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
手
町
付
近
の
平
川

河
口
に
位
置
し
た
。
こ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、「
高
橋
」
は
大
手
橋
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
「
大
橋
」

を
検
討
し
た
後
に
再
論
し
た
い
。

２　

城
下
平
河
の
位
置
と
景
観

　
【
史
料
１
】
の
後
半
部
分
、「
城
之
東
畔
」
以
下
が
城
下
平
河
の
活
況
を
語
る
も
の

で
あ
る
と
す
る
視
点
は
古
く
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
菊
池
山
哉
は
「
有

名
な
一
文
で
あ
る
。「
静
勝
軒
詩
序
」
と
言
う
の
は
、
太
田
道
灌
が
城
内
に
建
て
た

閑
居
の
家
（
静
勝
軒
）
に
、鎌
倉
や
京
の
高
僧
の
詩
板
に
記
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
が
、

城
の
東
畔
河
あ
り
と
は
正
し
く
平
川
の
事
、
其
流
れ
が
曲
折
し
て
南
の
か
た
海
に
入

る
と
言
い
、
そ
こ
に
高
橋
と
云
う
橋
が
架
せ
ら
れ
て
、
商
旅
大
小
の
風
帆
が
、
鱗
集

蚊
合
し
、
日
々
市
を
成
し
た
と
云
う
。
其
の
盛
観
按
い
観
る
へ
き
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
（
菊
池
一
九
九
二
）。
詩
文
ゆ
え
に
多
分
に
誇
張
の
表
現
を
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
が
、「
日
々
成
市
」
と
の
表
現
か
ら
城
下
に
町
場
が
あ
っ
た
こ
と
、
加

え
て
そ
の
町
場
が
「
高
橋
」
の
両
橋
詰
周
辺
で
あ
っ
た
こ
と
は
理
解
で
き
よ
う
。

　

そ
し
て
こ
の
城
下
の
繁
栄
に
太
田
道
灌
が
関
わ
っ
た
こ
と
も
間
違
い
な
か
ろ
う
。

平
河
の
地
を
詳
細
に
す
る
た
め
、
平
河
天
神
社
に
か
か
わ
る
記
載
か
ら
分
析
を
し
て

み
た
い
。

　
【
史
料
３
】
梅
花
無
尽
蔵
（『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
巻　

九
〇
四
頁
）

　
　
　
　
　

花
下
晩
歩
詩
并
叙　

在
武
蔵
作
、

　
　

�

身
居
関
左
、
而
名
搏
海
内
者
、
大
田
二
千
石
静
勝
灌
公
而
已
、
公
宴
坐
一
室
、

午
睡
之
中
、夢
見
接
管
丞
相
、其
翌
早
、有
人
卒
然
来
、献
丞
相
所
自
筆
之
画
像
、

可
謂
霊
夢
也
、
遂
建
廟
於
江
戸
城
之
北
畔
、
寄
数
十
頃
之
美
田
、
歳
時
鳴
祭
鼓
、

栽
培
梅
数
百
株
、
頗
似
錦
城
之
梅
花
海
也
、
前
年
丙
午
之
春
、
共
公
遊
廟
下
、

詩
之
評
也
、
歌
之
講
也
、
爛
漫
花
前
、
無
愧
洛
社
之
会
也
、
孟
秋
二
十
六
、
公

逝
矣
、
余
作
文
以
祭
焉
、
今
茲
丁
未
孟
春
下
澣
、
率
数
輩
之
緇
侶
、
徘
徊
廟
下
、

追
憶
前
年
遊
事
、
豈
非
夢
之
一
覚
邪
、
歎
息
不
止
、
作
是
詩
、
投
贈
源
六
資
康
、

　

太
田
道
灌
の
夢
に
菅
原
道
真
が
登
場
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
川
を
北
に
臨
む
地
に

平
河
天
神
社
を
建
立
し
17
、
社
領
を
寄
進
し
た
と
万
里
集
九
は
記
す
18
。
祭
礼
の
時

は
鼓
が
鳴
っ
て
賑
わ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
梅
数
百
株
を
栽
培
し
た
。
こ
の
地
は
近
世
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江
戸
城
の
上
梅
林
門
・
下
梅
林
門
・
梅
林
坂
な
ど
に
名
前
を
残
し
、
こ
の
周
辺
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
比
定
か
ら
江
戸
城
が
築
か
れ
た
台
地
上
か
ら
東
側
の
低
地
へ
と
下

る
道
筋
沿
い
に
梅
が
栽
培
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
梅
花
無
尽
蔵
』
は
そ
の

様
相
を
「
錦
城
（
中
国
四
川
省
成
都
）
に
あ
る
梅
花
の
海
に
似
る
」
と
賞
し
て
い

る
。
ま
た
道
灌
は
こ
の
梅
林
に
面
す
る
地
を
香
月
斎
19
と
名
付
け
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
こ
の
梅
林
の
な
か
に
金
沢
文
庫
か
ら
分
け
て
き
た
西
湖
（
中
国
杭
州
市
）
の
梅

も
植
え
ら
れ
て
い
た
20
。
西
湖
梅
の
記
載
は
錦
城
と
と
も
に
『
梅
花
無
尽
蔵
』
の
記

載
で
あ
る
の
で
、
万
里
集
九
の
嗜
好
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
梅
林
に

金
沢
文
庫
に
あ
っ
た
西
湖
の
梅
を
栽
培
し
た
の
は
道
灌
の
思
考
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
道
灌
が
当
時
の
禅
宗
の
影
響
下
、
江
戸
の
風
景
に
中
国
の
景
観
を
な
ぞ
ら
え

よ
う
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
道
灌
は
江
戸
平
河
に
天
神
社
を
建
立

し
、
菅
原
道
真
に
関
係
す
る
梅
林
を
栽
培
し
、
江
戸
城
下
に
文
化
的
要
素
を
加
え
て

い
た
。

　

こ
の
平
河
天
神
社
に
つ
い
て
は
徳
川
家
康
が
か
か
わ
る
、
次
の
よ
う
な
逸
話
が
伝

わ
る
。

【
史
料
４
】『
落
穂
集
』
御
城
内
鎮
守
の
事
（
江
戸
史
料
叢
書
『
落
穂
集
』）

　
　

�

権
現
様
、
小
田
原
表
よ
り
御
当
地
へ
御
移
被
遊
候
節
、
榊
原
式
部
大
輔
殿
を
召
、

当
城
内
鎮
守
の
社
、
無
之
候
哉
と
御
尋
被
遊
候
節
、
式
部
大
輔
殿
被
申
上
候
ハ
、

定
而
鎮
守
の
社
に
て
も
有
之
哉
、
是
よ
り
も
北
の
方
に
当
り
、
御
曲
輪
内
に
少

き
社
両
社
相
見
へ
申
と
の
義
に
付
而
、
則
御
覧
被
遊
候
由
に
て
式
部
殿
御
案
内

に
て
被
為
入
候
所
に
、
小
坂
の
上
に
梅
の
木
を
数
多
う
へ
廻
し
、
其
内
に
宮
居

両
社
有
之
を
御
覧
し
、
道
灌
ハ
歌
人
故
天
神
を
建
立
し
た
る
と
仰
に
て
、
残
り

一
社
の
額
を
御
覧
被
遊
、
則
御
拝
礼
被
遊
、（
中
略
）
天
神
の
社
の
義
ハ
、
何

之
沙
汰
も
無
御
座
候
に
付
、
御
普
請
の
邪
魔
に
も
成
り
候
由
に
て
、
平
川
口
御

門
外
の
御
堀
端
へ
持
出
し
置
候
由
、
右
両
社
の
跡
、
梅
の
木
あ
ま
た
有
之
を
以
、

今
梅
林
阪
と
申
ふ
れ
候
な
り
、

　

こ
の
記
載
に
拠
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
道
灌
が
植
え
た
梅
林
は
呼
称
と
し
て
梅
林
坂

へ
と
伝
え
ら
れ
、
平
河
天
神
社
は
北
条
段
階
・
家
康
江
戸
入
城
段
階
で
は
、
梅
林
坂

を
上
り
詰
め
た
地
点
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
先
の
『
梅
花
無
尽
蔵
』
の
記
載
で
は

平
川
を
北
に
望
む
地
に
平
河
天
神
社
は
所
在
し
た
。
両
者
を
ふ
ま
え
る
と
、
現
在
の

上
梅
林
門
を
上
っ
た
地
点
の
台
地
の
縁
、
現
在
の
宮
内
庁
書
陵
部
付
近
に
平
河
天
神

社
は
所
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
21
。

　

こ
の
付
近
は
現
状
で
は
江
戸
城
本
丸
及
び
三
ノ
丸
な
ど
の
石
垣
が
廻
ら
さ
れ
、
竹

橋
・
平
川
門
間
の
内
堀
通
り
か
ら
臨
む
景
観
は
江
戸
城
の
威
容
を
最
も
示
し
て
い
る

地
点
で
あ
る
。
そ
の
石
垣
の
威
容
こ
そ
が
江
戸
城
に
よ
る
徳
川
家
の
権
威
の
表
現
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
石
垣
普
請
以
前
は
、
地
形
か
ら
考
え
て
台
地
端
の
斜
面

で
あ
ろ
う
。
梅
林
坂
は
こ
の
台
地
の
上
と
下
と
を
繋
ぐ
尾
根
上
を
通
過
し
た
道
と
推

測
さ
れ
る
。
台
地
上
の
平
河
天
神
社
付
近
か
ら
麓
の
「
高
橋
」
ま
で
の
道
筋
が
城
下

平
河
の
一
部
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

城
下
平
河
で
あ
る
が
、
北
条
氏
綱
に
よ
る
江
戸
城
の
接
収
後
か
ら
永
禄
年
間
初
頭

に
い
た
る
ま
で
に
は
、「
上
平
川
」
と
「
下
平
川
」
に
二
分
さ
れ
て
史
料
に
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

【
史
料
５
】
北
条
氏
綱
判
物
（『
北
区
史
』
資
料
編
古
代
中
世
１
・
301
）

　
　

下
平
川
之
事
、
代
官
可
申
付
者
也
、
仍
如
件
、

　
　
　
　

大（
一
五
二
四
）
永
四
年

　
　
　
　
　
　

十
一
月
廿
八
日　

氏
綱
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
九
郎
次
郎
殿

【
史
料
６
】
桶
墨
書
銘
（『
北
区
史
』
資
料
編
古
代
中
世
２
・
592
）

　
　

武
蔵
国
江
戸
郷
上
平
河
村
、
天（
一
五
五
二
）
文
壬
子
十
一
月
十
五
日
、
御
せ
ん
く
う
之
事
、

　
　

江
戸
上
平
川

　

前
者
の
【
史
料
５
】
は
北
条
氏
綱
が
江
戸
城
を
接
収
し
た
直
後
の
史
料
で
、
伊
東

祐
員
を
「
下
平
川
」
の
代
官
に
任
じ
て
い
る
。
ま
た
【
史
料
６
】
は
戦
災
に
よ
っ
て

焼
失
し
た
が
、
平
将
門
の
首
桶
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
築
土
神
社
22
の
神
宝
に
あ
た
る

桶
の
銘
で
あ
り
、
天
文
二
一
年
の
年
記
を
伝
え
る
。
こ
の
「
上
平
川
」「
下
平
川
」
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で
あ
る
が
、「
北
条
家
所
領
役
帳
」
に
も
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（『
北
区

史
』
資
料
編
古
代
中
世
２
・
第
三
編
78
）。

　

太
田
道
灌
の
当
時
、
厳
密
に
は
平
河
の
地
名
を
冠
し
た
町
場
を
文
献
資
料
に
確
認

で
き
な
い
。
し
か
し
【
史
料
１
】
に
見
ら
れ
る
「
日
々
成
市
」
と
描
写
さ
れ
た
町
場

は
平
河
で
あ
り
、
上
平
河
・
下
平
河
に
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
道
灌
期

の
町
場
は
「
高
橋
」
の
付
近
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
場
は
橋
の
両
側
の
道
に
沿
っ

て
延
び
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
高
橋
」
か
ら
平
河
天
神
社
に
向
か
う

西
側
と
東
側
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
道
の
関
係
か
ら
西
が
上
で
、
東
が
下
に
な

る
の
で
、
お
そ
ら
く
は
「
高
橋
」
の
西
側
が
「
上
平
川
」、「
高
橋
」
の
東
側
が
「
下

平
川
」
に
相
当
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
に
断
定
す
る
た
め
の
明
確

な
根
拠
を
現
時
点
で
は
欠
く
。
今
後
の
検
討
の
余
地
を
残
す
が
、
太
田
道
灌
の
段
階

の
町
場
構
成
が
北
条
段
階
ま
で
も
継
承
さ
れ
て
い
た
と
、
ま
ず
は
考
え
た
い
。

　

こ
の
城
下
平
河
の
空
間
に
永
禄
期
に
変
化
が
起
こ
る
。
ま
ず
は
江
戸
と
古
河
公
方

足
利
義
氏
の
関
係
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
。

【
史
料
７
】
足
利
義
氏
書
状
写
（『
北
区
史
』
資
料
編
古
代
中
世
１
・
435
）

　
　
　
　

�

又
遠
山
右
衛
門
・
越
前
守
方
へ
普
請
之
被
付
候
由
、
相
稼
可
走
廻
由
、
御

直
ニ
も
可
被
仰
出
候
、
御
座
之
儀
者
、
千
言
万
句
年
内
ニ
相
極
候
、

　
　

�

態
被
仰
出
候
、
然
者
、
江
城
御
座
之
儀
、
度
々
懇
被
申
、
雖
然
普
請
一
向
無
之

由
、被
聞
召
及
候
、寒
気
以
前
仮
屋
を
も
被
急
様
可
然
候
、為
其
今
般
以
御
自
筆
、

氏
康
・
氏
政
江
被
仰
出
候
、
此
旨
可
被
才
覚
候
、
又
松
雲
庵
少
煩
之
由
、
無
心

元
候
、
好
ケ
之
時
令
滞
留
候
間
、
於
養
生
者
、
御
心
易
候
、
巨
細
口
上
被
仰
含

候
、
か
し
く
、

　

義
氏
は
「
寒
さ
が
増
す
時
期
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
江
戸
に
御
座
を
移
す
に
あ
た
っ

て
、
仮
屋
で
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
の
で
普
請
を
急
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
を
自
筆
で
氏
康
・
氏
政
へ
命
じ
た
」と
い
う
事
態
を
報
じ
て
い
る
。追
而
書
に
は「
御

座
所
は
何
が
あ
っ
て
も
必
ず
年
内
に
完
成
さ
せ
る
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。
寒
く
な

る
以
前
、
年
内
の
完
成
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
お
よ
そ
九
月
頃
の
発
給
と
み

ら
れ
る
。
そ
し
て
「
た
び
た
び
丁
寧
に
命
じ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
江
戸
の
普
請

は
一
向
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
状
は
江

戸
で
の
御
座
所
が
計
画
さ
れ
た
当
初
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
時
間
を
経
た

時
点
で
の
発
給
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

　
『
北
区
史
』
の
解
説
は
、
本
書
状
の
発
給
は
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
か
ら
永
禄

十
二
年
六
月
二
九
日
の
間
と
す
る
23
。
ま
た
続
け
て
、
永
禄
九
年
六
月
以
降
の
守
谷

城
（
茨
城
県
守
谷
市
）
移
座
お
よ
び
永
禄
十
二
年
の
古
河
城
（
茨
城
県
古
河
市
）
移

座
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
が
、
江
戸
城
で
の
御
座
の
普
請
の
遅
れ
を
指
摘
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
江
戸
城
御
座
が
決
定
さ
れ
た
の
は
守
谷
城
お
よ
び
古
河
城
へ
の
移
座
の

問
題
を
意
識
し
て
い
な
い
段
階
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
時
期
の
義
氏
の
動
向
で
あ
る
が
、
永
禄
六
年
卯
月
二
七
日
（
野
田
市
史
五
―

122
）
か
ら
永
禄
七
年
（
野
田
市
史
五
―
163
）
に
か
け
て
は
上
総
佐
貫
（
千
葉
県
富
津

市
）
に
御
座
を
構
え
、
同
年
九
月
二
六
日
に
は
鎌
倉
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）
に
御
座

を
移
し
た（
野
田
市
史
五
―
163
）。そ
の
後
は
永
禄
十
一
年
五
月
十
四
日
付
け
ま
で「
鎌

倉
様
」
の
尊
称
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
「
鎌
倉
へ
可
有
御
披
露
候
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
鎌
倉
に
御
座
を
構
え
て
い
る
（
野
田
市
史
五
―
184
）。【
史
料
７
】
の
発
給
さ
れ

た
時
期
は
、
永
禄
十
一
年
以
後
に
可
能
性
を
や
や
残
す
も
の
の
、
永
禄
九
年
以
降
は

守
谷
な
ど
へ
の
移
座
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
状
の
内
容
は
鎌
倉
へ
御
座
を

構
え
て
以
後
の
状
況
で
は
な
い
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
る

と
、
本
状
は
佐
貫
か
ら
鎌
倉
ヘ
と
御
座
所
を
移
す
過
程
の
永
禄
七
年
九
月
前
半
頃
の

発
給
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
状
が
語
る
江
戸
城
御
座
所
の
緊
急
工
事
は
佐

貫
か
ら
撤
退
し
た
直
後
に
命
じ
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

　

こ
の
江
戸
城
の
御
座
所
化
が
従
来
は
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
24
、
本
状
に
見

る
よ
う
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
例
え
ば
箱
根
権
現
別
当

融
山
は
、
足
利
義
氏
が
関
宿
城
（
千
葉
県
野
田
市
）
を
出
城
す
る
に
先
立
つ
五
月

二
五
日
に
、「
自
何
関
宿
様
之
御
事
、
無
恙
御
輿
江
城
へ
入
候
様
、
御
祈
念
不
可
存

疎
意
候
、」
と
北
条
氏
康
に
申
し
送
っ
て
い
る
（『
小
田
原
市
史
』
中
世
Ⅱ
・
関
連
）。
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江
戸
城
が
御
座
所
と
し
て
準
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
広
く
周
知
さ
れ
て
お
り
、
既
定

路
線
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
関
宿
出
城
後
の
古
河
公
方
の
拠
点
は

江
戸
城
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

【
史
料
８
】
足
利
義
氏
書
状
写
（『
北
区
史
』
資
料
編
古
代
中
世
１
・
424
）

　
　

�
至
于
当
地
古
河
帰
座
付
而
、
懇
承
候
、
目
出
度
候
、
然
者
、
芳
茗
給
候
、
賞
翫

候
、
仍
段
子
一
巻
、
進
之
候
、
従
何
芳
春
院
殿
御
焼
香
無
退
転
由
、
誠
以
忝
候
、

巨
細
遠
山
源
五
郎
可
申
遣
候
、
恐
々
敬
白
、

　
　
　
　
　

八
月
十
五
日　
　
　
　
　
　

日
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
祥
寺
宗
関
長
老

　
　
　

武
州
江
戸
之
寺
、
芳
春
院
殿
さ
ま
の
い
は
い
立
寺
ニ
候
、

　
「
古
河
帰
座
」
の
文
言
を
含
む
書
状
で
あ
る
25
。
宛
所
の
吉
祥
寺
は
江
戸
城
和
田

倉
門
付
近
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
り
、
本
文
中
に
は
義
氏
生
母
で
あ

る
芳
春
院
殿
の
弔
い
を
依
頼
す
る
旨
が
記
載
さ
れ
る
。本
史
料
は
喜
連
川
文
書
の「
義

氏
様
御
代
之
中
御
書
案
之
書
留
」
の
な
か
の
一
通
で
あ
り
、
文
書
の
末
尾
に
は
「
武

州
江
戸
の
寺
で
あ
り
、
芳
春
院
殿
様
の
位
牌
を
納
め
た
寺
で
あ
る
」
と
吉
祥
寺
に
関

す
る
注
意
書
が
付
け
ら
れ
る
。
吉
祥
寺
が
芳
春
院
殿
さ
ら
に
は
古
河
公
方
家
所
縁
の

寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
点
は
江
戸
城
下
が
古
河
公
方
足
利
義
氏
の
御

座
所
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

加
え
て
、
芳
春
院
殿
の
忌
日
は
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
七
月
九
日
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
26
。
長
尾
景
虎
が
上
杉
家
お
よ
び
関
東
管
領
を
継
承
し
た
の
が
同
年
閏
三
月

十
六
日
で
あ
る
。
ま
た
義
氏
が
関
宿
を
退
城
し
、
小
金
（
千
葉
県
松
戸
市
）
に
至
っ

た
の
が
七
月
十
五
日
頃
で
あ
り
、
関
宿
（
千
葉
県
野
田
市
）
出
城
は
七
月
初
頭
と
推

測
さ
れ
て
い
る
（
佐
藤
博
信
一
九
八
九
ｂ
）。
忌
日
は
関
宿
出
城
の
時
期
と
ほ
ぼ
重

な
る
。
こ
の
時
、
芳
春
院
殿
が
関
宿
に
在
城
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
事
件
性
す
ら
感

じ
さ
せ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
関
宿
に
墓
所
を
営
め
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
こ

と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
江
戸
で
菩
提
を
弔
う
こ
と
、
あ
る
い
は
墓
所
そ

の
も
の
を
江
戸
に
求
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
も
江
戸
が
新
た
な
御
座
所
で

あ
っ
た
こ
と
と
関
連
す
る
だ
ろ
う
。

【
史
料
９
】
北
条
家
朱
印
状
（『
小
田
原
市
史
』
史
料
編�

中
世
Ⅱ�

六
五
一
）

　
　

於
江
城
有
瀧
屋
敷
之
事
、
任
御
望
進
之
候
者
也
、
仍
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　

丙

（
永
禄
九
年
・
一
五
六
六
）寅

八
月
廿
日
（
虎
朱
印
）　　
　
　
　
　
　
　
　

奉
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
二
郎
右
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
前
山
城
守
殿

　

干
支
か
ら
永
禄
九
年
の
発
給
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
年
に
豊
前
山

城
守
は
江
戸
城
内
で
有
瀧
屋
敷
を
拝
領
し
て
い
る
。
江
戸
城
が
御
座
所
と
な
る
に
及

ん
で
、
屋
敷
地
が
割
り
当
て
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
江
戸
城
御
座
所

の
建
設
は
永
禄
九
年
頃
で
あ
っ
て
も
進
行
中
の
事
態
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の

有
瀧
屋
敷
は
江
戸
城
の
ど
こ
に
あ
た
る
だ
ろ
う
か
。

【
史
料
10
】
千
葉
胤
富
書
状
写
（『
千
葉
県
の
歴
史
』
４
―
東
京
都
九
四
―
六
）

　
　
　

�

た
ゝ
い
ま
ふ
し
き
の
や
う
た
ひ
き
こ
え
候
た
る
、
れ
う
し
の
や
う
に
候
へ
と

も
、
と
り
あ
へ
す
文
し
て
申
ま
い
ら
せ
候
、
さ
れ
ハ
、
く
は
う
さ
ま
御
し
の

ひ
ニ
て
、
こ
か
へ
御
う
つ
り
の
よ
し
候
、
ま
こ
と
に
せ
ひ
ニ
を
よ
ハ
す
候
、

ま
こ
四
郎
方
、
さ
た
め
て
御
と
も
申
さ
れ
た
る
へ
く
候
、
と
か
く
そ
こ
も
と

御
心
も
と
な
く
候
ま
ゝ
、
申
と
ゝ
け
ま
い
ら
せ
候
、
と
を
や
ま
ゑ
も
ん
大
夫

か
た
へ
、
し
よ
状
に
て
さ
し
こ
し
申
候
、
と
も
か
く
も
、
か
の
は
う
ニ
あ
ひ

ま
か
せ
ら
れ
候
へ
く
候
、
其
を
も
む
き
こ
れ
よ
り
も
申
と
ゝ
け
候
、
も
し
又
、

こ
と
む
つ
か
し
き
や
う
た
ひ
も
候
ハ
ゝ
、
を
た
ハ
ら
へ
な
り
と
も
、
こ
れ
よ

り
申
こ
と
ハ
る
へ
く
候
、
か
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
る
の
こ
く

　
　
　
　
　

六
月
廿
九
日　
　
　
　
　

た
ね
富

　
　
　
　
　

ひ
ら
川

　
　
　
　
　

こ
う
し
つ
へ

　

本
文
中
に
足
利
義
氏
が
秘
か
に
古
河
に
御
座
を
移
し
た
旨
が
記
載
さ
れ
る
27
。
千

葉
胤
富
は
足
利
義
氏
の
急
な
古
河
移
座
に
豊
前
孫
四
郎
が
伴
わ
れ
た
こ
と
を
案
じ
、
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宛
所
で
あ
る
豊
前
山
城
守
後
家
お
よ
び
遠
山
政
景
へ
書
状
を
出
し
た
こ
と
を
伝
え
、

今
後
も
対
応
す
る
旨
を
報
じ
て
い
る
。
豊
前
山
城
守
の
戦
死
に
と
も
な
い
、
文
中
の

孫
四
郎
が
豊
前
家
を
継
承
し
て
い
た
（
萩
原
二
〇
〇
七
・
佐
藤
一
九
八
九
ａ
）。

　

そ
し
て
【
史
料
10
】
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
注
目
し
た
い
点
は
宛
所
で
あ
る
。
文

章
か
ら
豊
前
山
城
守
後
家
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、「
こ
う
し
つ
」（
後
室
）の
肩
に「
ひ

ら
川
」
と
書
き
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
豊
前
家
は
前
号
で
江
戸
に
有
瀧
屋
敷
を
拝
領
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
屋
敷
は
ま
さ
に
平
河
に
所
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
28
。

　

な
お
、
下
山
治
久
は
、『
後
府
内
備
考
』
の
記
載
か
ら
、
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）

の
国
府
台
合
戦
で
北
条
氏
康
家
臣
有
滝
摂
津
守
と
い
う
人
物
が
戦
死
し
た
こ
と
、
さ

ら
に
こ
の
有
滝
家
に
関
す
る
屋
敷
が
在
竹
橋
と
呼
ば
れ
た
、
後
の
竹
橋
付
近
に
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
紹
介
す
る
（
下
山
二
〇
〇
六
）。
所
在
地
の
事
実
関
係
は
明
ら
か

に
で
き
な
い
が
、
有
滝
氏
の
存
在
は
「
所
領
役
帳
」
な
ど
に
確
認
で
き
、
伝
承
さ
れ

た
屋
敷
の
場
所
も
平
河
と
関
係
す
る
場
所
で
あ
る
。
示
唆
的
な
内
容
を
含
ん
で
い
る

と
い
え
る
。

　

古
河
公
方
足
利
義
氏
は
関
宿
出
城
の
後
、
佐
貫
へ
と
陣
を
移
し
、
鎌
倉
に
入
る
。

他
方
、【
史
料
７
】
か
ら
【
史
料
10
】
ま
で
な
ど
を
踏
ま
え
れ
ば
、
芳
春
院
お
よ
び

豊
前
家
の
居
所
は
江
戸
に
構
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
古
河
公
方
家
の

一
つ
の
拠
点
が
江
戸
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
義
氏
は
江
戸
に
拠

点
を
設
定
し
な
が
ら
も
、
移
座
を
繰
り
返
し
て
い
た
た
め
に
、
仮
屋
を
急
ぐ
事
態
と

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
公
方
自
身
が
不
在
な
が
ら
も
、
江
戸
が
古
河
公
方
家
の
御
座

所
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
29
。

　

江
戸
の
地
が
御
座
所
と
し
て
選
定
さ
れ
た
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
義
氏
は
天
文
二
三
・
二
四
年
（
一
五
五
四
・
五
五
）
に
は
下
総

国
葛
西
城
（
東
京
都
葛
飾
区
）
に
居
を
定
め
て
い
た
。
そ
の
後
、
永
禄
年
間
初
頭
に

は
関
宿
城
を
御
座
所
と
す
る
が
、
永
禄
六
年
四
月
に
は
佐
貫
30
、
同
七
年
九
月
に
は

鎌
倉
へ
と
御
座
所
を
転
々
と
し
て
い
る
（
佐
藤
博
信
一
九
八
九
ｂ
・
二
〇
〇
六
ａ
・

二
〇
〇
六
ｂ
）31
。
こ
の
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
関
宿
退
城
は
上
杉
謙
信
越
山
の
影
響

を
回
避
す
る
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
城
へ
の
移
座
は
上
杉

謙
信
越
山
が
直
接
の
引
き
金
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
守
谷
城
へ
の
移
座
を
模
索
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
房
総
地

方
に
何
ら
か
の
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
江
戸

城
に
あ
っ
て
も
東
側
山
麓
の
平
河
に
屋
敷
地
が
構
え
ら
れ
た
の
は
房
総
地
方
と
関
連

す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

結
果
と
し
て
、【
史
料
10
】
に
「
く
は
う
さ
ま
御
し
の
ひ
ニ
て
、こ
か
へ
御
う
つ
り
」

と
あ
る
よ
う
に
、
義
氏
の
古
河
移
座
は
秘
か
に
実
行
さ
れ
た
。
越
相
交
渉
の
過
程
で

御
座
所
は
古
河
で
あ
る
べ
き
と
の
議
論
32
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
渉
に
関

連
し
て
急
遽
の
古
河
移
座
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
状
況
の
な

か
で
、
御
座
所
江
戸
城
は
事
実
上
の
終
焉
を
迎
え
た
。

　

江
戸
城
へ
の
移
座
は
上
杉
謙
信
越
山
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
先
に
指
摘

し
た
。
し
か
し
、
移
転
は
そ
れ
以
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

【
史
料
11
】
北
条
氏
康
書
状
（『
北
区
史
』
資
料
編
古
代
中
世
１
・
375
）

　
　

�

仙
波
縫
殿
助
屋
敷
并
小
宮
屋
敷
、
御
台
様
御
取
合
可
申
旨
候
、
尤
得
其
意
候
、

定
御
別
儀
有
間
敷
候
条
、
屋
敷
之
普
請
等
御
急
可
然
候
、
猶
丹
波
守
可
申
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

潤（
永
禄
元
年
・
一
五
五
八
）

六
月
十
日　

氏
康
（
花
押
）

　
　
　
　
　

豊
前
左
京
亮
殿

　

永
禄
元
年
、
仙
波
縫
殿
亮
お
よ
び
小
宮
両
氏
の
屋
敷
を
芳
春
院
殿
の
屋
敷
と
し
て

改
修
し
た
い
と
の
申
告
を
北
条
氏
康
が
受
け
、
氏
康
は
問
題
な
し
と
判
断
し
つ
つ
、

豊
前
左
京
亮
に
対
し
て
普
請
を
急
ぐ
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
33
。
佐
藤
博
信
「
豊
前

氏
の
研
究
」（
佐
藤
一
九
八
九
ａ
）
は
仙
波
縫
殿
亮
お
よ
び
小
宮
両
氏
の
屋
敷
に
つ

い
て
、「
丹
波
守
＝
遠
山
綱（
マ
マ
）方

が
奏
者
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
こ
の
両

屋
敷
は
江
戸
城
周
辺
に
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
。
そ
の
屋
敷
の
問
題
に
芳

春
院
殿
の
屋
敷
が
関
わ
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
屋
敷
の
普
請
は
古
河
公
方
家
の
問
題

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
江
戸
城
御
座
所
化
が
永
禄
元
年
に
は
進
行
し
て
い
た
こ
と
を
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考
え
さ
せ
る
。
芳
春
院
殿
の
位
牌
所
が
関
宿
・
佐
貫
・
鎌
倉
で
は
な
く
、
江
戸
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
こ
の
計
画
の
進
行
に
よ
っ
て
芳
春
院
自
身
は
早
期
に
江
戸
に
居
所
を
移

し
て
い
た
た
め
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

謙
信
越
山
や
房
総
地
方
対
策
な
ど
の
政
治
情
勢
に
よ
り
、
江
戸
の
役
割
が
増
し
、

関
宿
を
撤
退
し
た
古
河
公
方
家
の
屋
敷
地
が
江
戸
城
周
辺
に
も
確
保
さ
れ
、
江
戸
が

古
河
公
方
家
の
御
座
所
に
な
っ
た
。
そ
の
時
期
の
【
史
料
２
】
に
「
江
城
大
橋
宿
」

も
登
場
し
て
い
る
。
越
山
の
影
響
が
あ
っ
た
永
禄
四
年
か
ら
、「
江
城
大
橋
宿
」
が

登
場
す
る
同
十
一
年
頃
に
か
け
て
、
江
戸
城
へ
の
移
座
が
具
体
化
し
、
城
お
よ
び
城

下
の
再
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
「
江
城
大
橋
宿
」
が
関
連
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

太
田
道
灌
期
に
は
台
地
上
に
築
か
れ
た
江
戸
城
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
至
っ

て
は
城
下
平
河
に
む
け
て
拡
張
さ
れ
、
東
側
山
麓
の
地
を
も
城
域
と
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
地
形
か
ら
考
え
て
江
戸
城
が
平
川
を
外
郭
線
と
す
る
に
至
っ

た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
際
に
平
川
に
架
か
り
、
東
側
の
正
面
と
し
た
位
置
に
構
え
ら
れ

た
の
が
「
大
橋
」
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
次
に
確
認
す
る
よ
う
に
、「
大
橋
」
が
近

世
江
戸
城
の
大
手
門
橋
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
な
根
拠
と
な
る
。

３　

変
遷
す
る
「
大
橋
」

　

江
戸
の
大
橋
に
つ
い
て
、
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
13
『
東
京
都
』
で
は
常
盤
橋
の

項
目
で
触
れ
（
以
下
、【
図
５
】
参
照
）、「
旧
外
堀
（
日
本
橋
川
）
に
架
か
っ
て
い

た
橋
。
現
行
の
千
代
田
区
大
手
町
と
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
２
丁
目
を
結
ぶ
も
の
で

旧
常
盤
橋
と
い
う
。
古
く
は
大
橋
と
称
し
た
。」
と
解
説
す
る
。
さ
ら
に
日
本
歴
史

地
名
体
系
第
一
三
巻
『
東
京
都
の
地
名
』
で
は
、
常
盤
橋
御
門
跡
の
項
目
で
「
日
本

橋
の
本
町
（
現
中
央
区
）
と
大
手
前
を
結
ぶ
江
戸
城
外
郭
門
で
、
枡
形
は
寛
永
六

年
（
一
六
二
九
）
の
修
築
、
門
は
同
一
三
年
普
請
。
名
称
は
常
盤
橋
に
ち
な
む
。
同

橋
の
架
橋
は
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
と
さ
れ
、
長
さ
一
六
間
・
幅
六
間
と
大
規

模
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
三

代
将
軍
徳
川
家
光
の
頃
ま

で
大
橋
と
呼
称
さ
れ
た
。

「
慶
長
見
聞
集
」
に
「
大

橋
」
と
み
え
、
寛
永
年
間

に
家
光
の
上
意
に
よ
り
常

盤
橋
と
改
名
さ
れ
た
（
御

府
内
備
考
）。」
と
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、『
国
史
大

辞
典
』
常
盤
橋
の
項
目
で

は
「
東
京
都
千
代
田
区
大

手
町
と
中
央
区
日
本
橋
本

石
町
を
結
ぶ
橋
で
、
日
本

橋
川
（
平
川
）
に
か
か
る
。

常
磐
橋
と
も
書
か
れ
た
。

太
田
道
灌
時
代
の
平
川
河

口
の
江
戸
湊
に
あ
っ
た
高

橋
が
位
置
的
に
そ
の
前
身

と
見
ら
れ
る
。
徳
川
家
康

の
入
国
後
、
寛
永
六
年

（
一
六
二
九
）
に
こ
こ
に

城
門
が
で
き
る
ま
で
は
、

単
に
浅
草
口
橋
ま
た
は
大

橋
と
呼
ば
れ
、
橋
の
東
に
は
刑
場
な
ど
も
あ
っ
た
。
城
門
は
大
手
門
の
さ
ら
に
外
側

の
門
で
あ
る
た
め
、
重
要
視
さ
れ
て
追
手
口
と
呼
ば
れ
た
が
、
や
が
て
常
磐
橋
門
と

な
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
歴
史
地
名
体
系
の
み
が
天
正
十
八
年
架
橋
と
す

る
が
、ほ
か
は
架
橋
さ
れ
た
時
期
に
は
触
れ
て
い
な
い
。『
国
史
大
辞
典
』
で
は
「
高

図５　江戸城 城門の図（村井益男一九六四）
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橋
」
が
「
大
橋
」
の
前
身
と
す
る
が
、
こ
の
点
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
若
干

の
混
乱
が
あ
る
も
の
の
、そ
れ
ぞ
れ
常
盤
橋
の
旧
称
が
大
橋
で
あ
る
と
論
じ
て
お
り
、

常
盤
橋
が
大
橋
で
あ
る
と
い
う
通
説
を
語
っ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
に
お
い
て
、
常
盤
橋
の
旧
名
が
大
橋
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
た
こ
と

を
示
す
代
表
的
な
史
料
は
「
武
州
豊
島
郡
江
戸
庄
図
」
で
あ
る
。
同
図
は
寛
永
期
に

お
け
る
都
市
江
戸
の
構
造
を
示
す
も
の
と
し
て
、
江
戸
図
屏
風
（
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
所
蔵
）
と
と
も
に
基
本
史
料
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
図
に
お
い
て
、
常
盤

橋
門
の
前
後
に
「
追
手
口　

ま
す
か
た
」「
大
橋
」
と
記
載
が
あ
る
34
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
改
称
の
逸
話
も
伝
わ
る
。

【
史
料
12
】『
事
蹟
合
考
』（『
燕
石
十
種
』
第
二
巻
）

　
　

�

一
、
大
猷
院
御
代
ま
て
、
今
の
常
盤
橋
の
名
を
、
大
橋
と
唱
へ
た
り
、
こ
の
名

は
お
も
し
ろ
か
ら
ず
、
改
名
す
べ
し
、
と
の
上
意
に
よ
つ
て
、
い
か
な
る
向
寄

に
や
、
町
年
寄
の
奈
良
屋
市
右
衛
門
に
命
ぜ
ら
る
、

　

こ
れ
ら
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
通
説
の
と
お
り
に
常
盤
橋
が
寛
永
期
頃
ま
で
大
橋

と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
大
橋
」
＝
常
盤
橋
と
す
る
通
説
に
つ
い
て
、
先
に
拙
稿
（
齋

藤
二
〇
一
九
）
に
お
い
て
疑
問
を
呈
し
た
。
一
連
の
「
慶
長
江
戸
図
」
で
は
、
大
手

三
之
（
下
乗
）
門
を
「
大
手
土
橋
」
と
し
、以
下
、大
手
門
を
「
大
橋
」、常
盤
橋
（
大
橋
）

を「
浅
草
橋
」と
記
載
す
る
。
こ
の
点
は
一
連
の
絵
図
群
が
等
し
く
記
載
す
る
。
よ
っ

て
「
慶
長
江
戸
図
」
本
来
の
記
載
で
あ
り
、
後
に
名
称
変
更
が
行
わ
れ
た
た
め
、
異

な
っ
た
名
称
が
記
載
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
35
。
と
り
わ
け
天
理
図
書
館
所
蔵
『
慶

長
年
間
江
戸
図
説
』（
請
求
記
号291.1-イ

15

）
は
『
慶
長
年
間
江
戸
図
考
』
の
写

本
で
あ
る
が
、
所
載
の
「
慶
長
江
戸
図
」
に
そ
れ
ぞ
れ
に
朱
書
で
「
今
下
乗
」・「
今

大
手
」・「
今
常
磐
橋
」
と
注
記
を
付
す
。
ま
た
東
北
大
学
図
書
館
狩
野
文
庫
本
を
除

く
第
２
グ
ル
ー
プ
36
の
絵
図
に
は
「
浅
草
橋　

今
常
盤
橋
」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
記
載
は
常
盤
橋
等
の
改
称
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
「
慶
長
江
戸
図
」
の
記
載
ど
お
り
に
呼
称
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
と
考
え

た
い
。
さ
ら
に
既
に
述
べ
た
よ
う
に
「
慶
長
江
戸
図
」
以
前
す
な
わ
ち
徳
川
家
康
期

に
至
る
ま
で
は
常
盤
橋
が
存
在
せ
ず
、
平
川
は
自
然
流
路
で
日
比
谷
入
江
に
注
い
で

い
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、
永
禄
十
一
年
の
段
階
に
存
在
す
る
「
大
橋
」
は
常
盤
橋
と

は
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
当
初
の
「
大
橋
」
は
大
手
門
の
地
で
あ
り
、
常
盤

橋
が
「
大
橋
」
と
呼
称
さ
れ
る
に
及
ん
で
、「
大
橋
」
か
ら
大
手
門
橋
へ
と
い
う
名

称
の
変
更
が
あ
っ
た
と
考
え
さ
せ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
明
暦
の
大
火
後
に
隅
田
川
に
架
橋
さ
れ
た
両
国
橋
も
当
初
は
大
橋
と

呼
称
さ
れ
た
（
日
本
歴
史
地
名
体
系
第
一
三
巻
『
東
京
都
の
地
名
』）。
こ
の
点
を
踏

ま
え
る
と
、
江
戸
に
お
い
て
「
大
橋
」
と
は
大
手
門
橋
、
常
盤
橋
、
両
国
橋
の
そ
れ

ぞ
れ
に
相
当
し
、
年
代
が
降
る
に
従
っ
て
、
よ
り
東
側
へ
と
変
遷
、
改
称
し
て
い
っ

た
こ
と
に
な
る
。「
慶
長
江
戸
図
」
の
浅
草
橋
の
名
称
が
、
よ
り
外
側
の
惣
構
え
の

拡
張
に
と
も
な
っ
て
見
附
の
名
称
へ
と
変
遷
、
改
称
す
る
こ
と
か
ら
も
、
お
そ
ら
く

は
寛
永
期
の
惣
構
え
の
普
請
が
要
因
と
な
り
、
一
連
の
名
称
変
更
が
最
終
的
に
生
じ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
都
市
江
戸
の
拡
張
に
従
っ
て
名
称
は
変
遷
し
た
が
、「
大

橋
」と
呼
称
さ
れ
る
場
所
は
都
市
江
戸
の
東
側
の
入
口
に
所
在
し
て
い
た
。
こ
の「
大

橋
」
の
名
称
は
都
市
の
正
面
に
位
置
す
る
橋
と
し
て
の
象
徴
性
が
込
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
大
橋
」
を
こ
の
よ
う
に
確
認
し
た
故
も
あ
り
、【
史
料
２
】
に
見
ら
れ
る
永
禄

十
一
年
の
「
大
橋
」
は
大
手
門
の
位
置
に
存
在
し
た
と
論
証
さ
れ
る
。
そ
の
地
で
東

側
の
正
面
と
し
て
象
徴
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
先
学
も

指
摘
す
る
よ
う
に
同
時
期
の
江
戸
城
に
と
っ
て
平
川
は
城
の
外
郭
線
と
し
て
意
識
さ

れ
、
城
域
が
画
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
永
禄
十
一
年
極
月
十
七
日
の
段
階
で
、
な
ぜ
「
江
城
大
橋
宿
」
は
高
城
胤
辰

の
警
固
を
必
要
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
政
治
情
勢
を
考
え
た
い
。
ま
ず
、
北

条
・
武
田
・
今
川
の
三
国
同
盟
の
崩
壊
が
あ
る
。
こ
の
月
、
武
田
信
玄
は
同
盟
を
破

棄
し
て
突
如
、
駿
河
国
に
侵
攻
し
た
。
こ
の
事
態
に
対
処
す
る
た
め
北
条
家
は
今
川

氏
真
を
支
え
る
目
的
で
駿
河
へ
と
出
陣
し
た
。
ま
た
、
同
盟
崩
壊
に
先
立
つ
永
禄
十
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年
八
月
二
三
日
、
上
総
国
君
津
郡
三
船
台
（
千
葉
県
君
津
市
上
湯
江
・
富
津
市
前
久

保
）
に
お
い
て
北
条
氏
政
と
里
見
義
弘
が
戦
い
、北
条
勢
は
こ
の
合
戦
で
敗
退
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
房
総
地
方
の
北
条
家
の
影
響
力
が
減
退
し
、
里
見
義
弘
の
勢
力
が
優
勢

に
転
じ
た
。
そ
し
て
三
国
同
盟
崩
壊
後
、武
田
信
玄
は
里
見
義
弘
と
接
触
を
計
っ
た
。

北
条
家
は
武
田
攻
め
の
た
め
に
駿
河
へ
出
陣
す
る
に
際
し
て
、
背
後
の
里
見
家
へ
の

対
応
策
を
立
案
す
る
こ
と
が
必
須
に
な
っ
た
。

　

里
見
家
は
湾
岸
に
沿
っ
て
下
総
国
市
川
（
千
葉
県
市
川
市
）
に
進
軍
し
た
事
例
が

あ
る
。
そ
の
た
め
北
条
家
は
市
川
―
亀
戸
―
浅
草
―
江
戸
の
道
筋
を
警
戒
す
る
こ
と

に
な
る
。
い
ま
ひ
と
つ
の
房
総
方
面
へ
は
小
金
の
高
城
胤
辰
が
固
め
る
松
戸
―
葛
西

―
浅
草
―
江
戸
と
続
く
道
筋
が
存
在
し
た
。
し
か
し
高
城
胤
辰
に
「
江
城
大
橋
宿
」

を
固
め
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
氏
の
拠
点
を
含
む
後
者
の
道
筋
よ
り
も
、
市
川

を
経
由
す
る
前
者
の
道
筋
の
危
険
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
が
【
史
料
２
】
か
ら
読
み
取
れ
よ
う
。

　

そ
し
て
江
戸
城
の
東
正
面
が
「
大
橋
」
と
考
え
た
際
、「
大
橋
」
よ
り
西
側
が
城

内
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
大
橋
宿
」
は
東
側
の
門
前
、
近
世
大
手
門
東
側
に

接
す
る
現
在
の
大
手
町
界
隈
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
堀
・
塀
な
ど
の
江
戸
城
を

守
る
防
御
機
能
の
外
に
所
在
し
、
よ
り
房
総
方
面
に
向
き
合
う
た
め
、
軍
勢
警
固
の

必
要
性
が
生
じ
た
。
そ
の
た
め
に
北
条
家
は
高
城
胤
辰
に
、
自
ら
の
居
城
で
あ
る
小

金
を
固
め
る
の
で
は
な
く
、「
江
城
大
橋
宿
」
在
陣
を
指
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
大
橋
」
は
浅
草
を
経
て
青
戸
・
松
戸
お
よ
び
亀
戸
・
市
川
方
面
の
房
総
に
至
る

道
筋
の
正
面
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
当
時
の
政
治
情
勢
か
ら
里
見
家
を
警
戒
し
て
い

た
。
そ
し
て
、
先
に
古
河
公
方
足
利
家
も
房
総
方
面
に
意
識
を
持
っ
て
い
た
と
述
べ

た
。
葛
西
城
・
小
金
城
や
佐
貫
城
は
ま
さ
に「
大
橋
」か
ら
続
く
道
の
先
と
な
る
。「
大

橋
」
の
登
場
は
房
総
方
面
と
の
関
係
性
の
高
ま
り
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

４　

平
河
か
ら
新
し
い
「
宿
」
へ

　

大
手
筋
の
表
現
と
し
て
の
「
大
橋
」
と
い
う
呼
称
に
は
、
城
あ
る
い
は
町
場
の
正

面
に
位
置
す
る
橋
と
し
て
の
象
徴
性
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
道
灌
期
の
江
戸

城
で
は
「
高
橋
」
が
描
写
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
江
戸
城
か
ら
の
遠
景
に
あ
る
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
橋
に
は
城
の
正
面
と
い
う
意
図
は
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
【
史
料
１
】
の
「
江
戸
城
静
勝
軒
詩
序
並
江
亭
記
等
写
」
が

風
景
描
写
を
し
た
段
階
で
は
、
江
戸
時
代
に
二
の
丸
・
三
の
丸
と
呼
称
さ
れ
る
地
域

に
ま
で
は
城
域
は
及
ば
ず
、台
地
上
に
の
み
城
域
は
展
開
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ゆ
え
に
平
川
に
臨
む
台
地
縁
付
近
に
平
河
天
神
社
が
創
建
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
所
に

至
る
道
筋
が
梅
林
坂
と
呼
ば
れ
、
城
外
ゆ
え
に
台
地
上
か
ら
梅
林
坂
を
経
て
東
側
山

麓
に
か
け
て
「
高
橋
」
西
側
の
町
場
が
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
解
す
る
な
ら
ば
、
道
灌
期
と
平
川
ま
で
を
城
域
と
す
る
北
条
期
と
で

は
城
域
に
差
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
永
禄
年
間
後
半
以
降
、「
上
平
川
」

「
下
平
川
」
の
地
名
が
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
、
永
禄
年
間
の
江
戸
城
拡
張
に
と

も
な
い
、
町
場
が
衰
退
し
た
こ
と
を
示
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。「
高
橋
」
西
側

の
町
場
と
し
て
の
役
割
を
終
え
て
城
域
内
と
な
り
、
か
つ
「
大
橋
」
の
東
側
に
新
し

い
「
大
橋
宿
」
へ
と
町
場
が
集
約
さ
れ
る
と
い
う
変
化
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
つ
ま
り
、「
高
橋
」
と
「
上
平
川
」「
下
平
川
」
と
い
う
空
間
か
ら
、「
大
橋
」

と
そ
の
東
側
の
「
大
橋
宿
」
へ
と
江
戸
城
下
が
変
遷
し
た
と
考
え
た
い
。
こ
の
転
換

が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、「
高
橋
」
と
「
大
橋
」
は
同
一
の
存
在
で
は
な
く
、
新
た

な
地
で
架
橋
さ
れ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

【
史
料
13
】
北
条
氏
政
朱
印
状
（『
北
区
史
』
資
料
編
古
代
中
世
１
・
497
）

　
　

一
、�
来
十
七
昼
以
前
、
江
戸
へ
打
着
、
翌
日
十
八
辰
刻
可
致
出
仕
候
、
小
者
一

人
ツ
ヽ
に
て
中
城
へ
者
参
、
召
連
候
供
衆
を
ハ
宿
中
ニ
置
、
お
り
立
馬
、

得
道
具
共
を
ハ
神
田
之
坂
ニ
可
置
、
自
彼
地
馬
ニ
可
乗
候
、
神
田
之
台
迄

ハ
か
ち
に
て　

御
こ
し
の
さ
き
へ
可
参
、
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一
、�

召
連
者
共
ニ
、
兼
よ
り
路
次
中
に
て
も
、
何
方
に
て
も
物
い
わ
す
神
妙
ニ

有
之
様
ニ
、
堅
可
申
付
候
、

　
　

一
、�

路
次
中
、
左
右
前
後
へ
目
も
ふ
ら
す
ま
い
る
物
ニ
候
、
又
手
ふ
る
へ
か
ら

す
、
扇
仕
す
へ
か
ら
す
、
く
わ
ん
た
い
に
な
き
様
、
万
端
可
懸
念　

事
、

　
　

一
、
出
立
者
か
た
き
ぬ
に
か
わ
は
か
ま
、

　
　

一
、
万
端
太
田
備
中
・
宮
城
・
福
島
尋
合
、
可
致
之
候
、

　
　

一
、�

召
連
者
者
、
鑓
持
、
其
他
中
間
・
小
者
、
又
か
せ
者
に
て
も
五
人
も
三
人

も
見
立
能
致
、
可
召
連
候
、
但
何
も
白
衣
の
体
尤
候
、

　
　
　

右
、
背
掟
、
至
于
無
届
之
儀
者
、
当
方
永
可
為　

改
易
者
也
、
仍
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
印�
印
文
「
有
效
」）

　
　
　

七（
天
正
十
三
年
・
一
五
八
五
）

月
十
日

　
　
　
　

道
祖
土
図
書
助
殿

　

こ
の
史
料
は
天
正
十
三
年
の
北
条
氏
房
の
婚
礼
に
と
も
な
う
文
書
で
あ
り
、
江
戸

か
ら
岩
付
ま
で
氏
房
室
の
行
列
が
準
備
さ
れ
た
際
の
文
書
で
あ
る
。
関
連
す
る
同
日

付
け
の
史
料
（『
北
区
史
』
資
料
編
古
代
中
世
１
・
496
）
に
は
一
番
か
ら
十
八
番
に

い
た
る
行
列
の
次
第
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、壮
麗
な
行
列
が
江
戸
を
出
発
し
て
い
た
。

そ
の
史
料
と
セ
ッ
ト
と
な
り
、【
史
料
13
】
で
は
行
列
に
随
行
す
る
道
祖
土
図
書
助

に
宛
て
て
、
参
列
の
注
意
事
項
が
命
令
さ
れ
て
い
る
。

　

注
目
し
た
い
点
は
、
道
祖
土
氏
ら
は
、
江
戸
城
に
出
仕
す
る
に
際
し
て
、
同
行
す

る
の
は
小
者
一
人
の
み
で
、
そ
れ
以
外
は
「
神
田
之
坂
」
に
待
機
を
命
じ
ら
れ
、
江

戸
城
か
ら
「
神
田
之
台
」
ま
で
は
徒
歩
で
輿
の
警
固
に
あ
た
り
、「
神
田
之
台
」
か

ら
は
「
神
田
之
坂
」
に
待
機
し
た
家
臣
・
馬
を
伴
う
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。「
神
田
之
台
」
と
は
神
田
駿
河
台
に
比
定
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
神
田
駿
河
台
か
ら
江
戸
城
中
城
に
至
る
道
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
地
理
的

な
関
係
か
ら
、
こ
の
道
は
江
戸
時
代
の
大
手
門
か
ら
常
盤
橋
門
に
至
る
房
総
方
面
に

向
か
う
道
筋
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
道
の
方
向
が
異
な
っ
て
い
る
。

　
「
神
田
之
台
」
か
ら
の
道
は
、
婚
礼
行
列
が
進
む
ほ
ど
の
晴
れ
の
道
で
あ
り
、
重

要
な
幹
線
道
で
あ
る
。
状
況
か
ら
、
江
戸
城
か
ら
岩
淵
（
北
区
赤
羽
）
で
渡
河
し
て

岩
付
に
至
る
道
37
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
大
橋
」
か
ら
の
道
は
す
で
に
論

じ
た
よ
う
に
浅
草
を
越
え
、
房
総
方
面
に
至
る
道
で
あ
る
。
こ
の
二
本
の
道
筋
は
と

も
に
幹
線
道
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
た
道
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　

一
ツ
橋
二
丁
目
遺
跡
で
は
江
戸
城
か
ら
神
田
駿
河
台
方
面
と
い
う
、【
史
料
13
】

と
同
じ
方
向
に
向
か
う
中
世
後
期
の
道
が
検
出
さ
れ
た
（
千
代
田
区
一
ツ
橋
二
丁
目

遺
跡
調
査
会
ほ
か
一
九
九
八
）。
両
側
側
溝
を
有
す
る
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
砂
利
敷
き

道
で
あ
る
（【
図
６
～
８
】
参
照
）。
側
溝
・
道
幅
・
舗
装
な
ど
か
ら
見
て
、
グ
レ
ー

ド
が
高
い
道
で
あ
り
、
江
戸
城
か
ら
発
す
る
幹
線
道
路
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

遺
跡
内
で
は
十
三
世
紀
か
ら
の
遺
構
・
遺
物
を
検
出
し
て
お
り
、
中
世
遺
跡
が
展
開

し
て
い
た
。
中
世
江
戸
城
の
遺
跡
で
あ
る
国
立
近
代
美
術
館
の
地
に
も
近
い
。
状
況

か
ら
考
え
て
、
城
下
平
河
の
一
角
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
道
遺
構
は
断
面
か
ら
数
時

期
に
わ
た
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
検
出
さ
れ
た
道
に
つ
い
て
も
、「
側
溝
出
土

遺
物
に
は
連
（
マ
マ
）弁

文
を
有
す
る
磁
器
碗
が
認
め
ら
れ
て
い
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
道
路

址
存
続
時
期
の
一
端
が
14
世
紀
前
半
頃
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
」
と
報
告
書
は
論
じ
て

い
る
。
ま
た
、
路
面
直
上
か
ら
大
窯
Ⅱ
期
の
天
目
茶
碗
が
出
土
し
て
お
り
、
最
終
段

階
は
十
六
世
紀
中
頃
の
道
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　

報
告
書
で
は
鎌
倉
街
道
下
道
と
の
関
連
を
考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
幹
線
道
路

と
は
考
え
難
い
と
し
て
い
る
が
、「
中
世
江
戸
城
の
推
定
地
で
あ
る
本
丸
・
北
の
丸

か
ら
、北
東
方
面
の
本
郷
台
地
へ
向
か
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
さ
に
天
正
十
三
年
に
婚
礼
行
列
が
通
過
し
た
道
と
方
向
性
を
同
一
に
す
る
。
文
献

資
料
と
発
掘
調
査
の
年
代
の
ズ
レ
が
や
や
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
少
な
く
と

も
関
連
す
る
道
と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
献
資
料
お
よ
び
発
掘
調
査
か
ら
江
戸
城
か
ら
本
郷
台
地
を
経
由
す
る
幹
線
道
路

を
検
証
し
た
。
こ
の
幹
線
道
の
存
在
は
、
近
世
江
戸
城
の
構
造
に
影
響
を
与
え
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
想
定
さ
れ
る
の
は
雉
子
橋
門
か
ら
竹
橋
門
に
至
る
道
筋
と
一
ツ

橋
門
か
ら
平
川
門
に
至
る
道
筋
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
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ま
っ
す
ぐ
に
竹
橋
門
の
方
向
に
向
か
う
が
、「
慶
長
江
戸
図
」
に
は
清
水
門
は
描
写

さ
れ
る
も
の
の
、
竹
橋
門
は
描
か
れ
ず
、
同
橋
の
架
橋
は
「
慶
長
江
戸
図
」
以
後
と

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
ツ
橋
門
か
ら
平
川
門
に
至
る
道
が
関
係
し
た
可
能
性
が
高

い
。

　

平
川
門
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
伝
承
が
あ
る
。

【
史
料
14
】『
落
穂
集
』
御
城
内
鎮
守
の
事
（
江
戸
史
料
叢
書
『
落
穂
集
』）

図７　一ツ橋二丁目遺跡平面図
（千代田区一ツ橋二丁目調査会ほか一九九八）

図８　一ツ橋二丁目遺跡095遺構
　　　（中世道路）平面図
　　　（千代田区一ツ橋二丁目調査会
　　　ほか一九九八）

図６　一ツ橋二丁目遺跡調査地点
（千代田区一ツ橋二丁目調査会ほか一九九八）
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一�

、
問
曰
、
右
の
平
川
口
御
城
端
へ
持
出
有
之
天
神
の
社
ハ
い
か
な
る
方
へ
行

た
る
哉
、
答
曰
、
我
等
承
り
候
ハ
、
御
入
国
の
節
迄
之
儀
ハ
、
下
タ
町
と
申

て
ハ
一
町
も
無
之
、
平
川
御
門
の
外
に
平
川
町
と
申
て
有
之
候
と
也
、
右
、

平
川
町
の
内
に
薬
師
堂
有
之
し
也
、
御
門
の
外
の
平
川
町
ハ
只
今
の
麹
町
へ

つ
づ
き
甲
州
海
道
と
申
て
有
之
候
と
な
り
、
右
平
川
町
の
内
に
薬
師
堂
有
て

其
薬
師
の
別
当
、
天
満
宮
を
預
り
度
と
願
に
よ
つ
て
、
薬
師
堂
の
片
脇
に
移

し
置
候
所
に
、
其
町
屋
の
義
も
御
用
地
に
な
り
、
麹
町
辺
へ
引
ケ
候
、
則

平
川
天
満
宮
も
引
移
候
所
に
其
近
辺
氏
神
に
可
仕
社
迚
も
外
に
無
之
に
付
、

段
々
と
繁
昌
い
た
し
、
今
程
ハ
平
川
町
の
天
神
と
て
余
程
繁
昌
致
し
候
、
上

野
御
門
主
の
御
支
配
被
成
、
古
来
よ
り
の
薬
師
堂
も
社
内
に
有
之
候
な
り
、

　

先
に
引
用
し
た
【
史
料
４
】
に
続
く
箇
所
で
あ
る
。【
史
料
４
】
で
存
続
す
る
こ

と
と
な
っ
た
平
河
天
神
社
は
、
一
時
、
平
川
口
の
堀
端
へ
の
移
転
を
強
い
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
地
か
ら
現
在
の
千
代
田
区
平
河
町
へ
と
移
転
す
る
に
至
る
顛
末
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
天
神
社
の
顛
末
を
尋
ね
た
問
い
に
対
し
て
、「
家
康
が
入
国
し
た
頃
に

は
城
下
町
は
な
か
っ
た
。
た
だ
平
川
門
の
外
に
平
河
町
と
い
う
町
が
あ
っ
た
」
と
答

え
て
い
る
。
平
河
町
は
【
史
料
１
】
に
記
載
さ
れ
た
「
日
々
成
市
」
し
た
場
の
後
身

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
城
下
平
河
の
一
部
は
平
川
門
の
外
に
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
れ
ば
、
城
下
平
河
の
一
部
は
平
川
門
の
外
に
あ
り
、
す
な

わ
ち
平
川
門
の
地
が
「
高
橋
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
る
。
正
面
に
神
田
駿

河
台
と
い
う
高
所
が
存
在
す
る
地
形
か
ら
考
え
る
と
、
江
戸
城
内
か
ら
門
外
の
城
下

平
河
へ
と
渡
河
し
た
道
は
、【
史
料
13
】
や
一
ツ
橋
二
丁
目
遺
跡
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
神
田
駿
河
台
を
登
り
、
台
地
上
を
本
郷
台
方
面
へ
と
向
か
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
38
。

　

さ
ら
に
【
史
料
14
】
で
注
目
し
て
お
き
た
い
点
は
、「
平
川
町
」
は
平
川
門
外
に

所
在
し
た
と
す
る
点
を
記
し
つ
つ
も
、
平
川
門
内
す
な
わ
ち
梅
林
坂
付
近
の
平
川
西

側
の
「
町
場
」
の
存
在
を
書
き
留
め
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
平
川
の
西

側
は
城
内
で
あ
り
町
場
で
は
な
か
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
り
、
永
禄
年
間
の
江
戸
城

拡
張
の
な
か
で
平
川
の
西
側
の
様
相
は
道
灌
の
段
階
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

平
河
の
故
地
は
平
川
門
周
辺
で
あ
り
、
城
下
平
河
に
架
か
る
「
高
橋
」
と
は
平
川

門
橋
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
比
定
す
る
の
は
、
無
理
の
な
い
判
断
で
は
な
か
ろ
う

か
。
地
名
か
ら
考
え
れ
ば
実
に
素
直
な
結
論
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
、
城

下
の
中
心
を
な
す
橋
が
「
高
橋
」
か
ら
「
大
橋
」
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
、
す
で
に
論

じ
た
永
禄
年
間
の
拡
張
の
な
か
で
な
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
よ
り
房
総

地
方
へ
と
い
う
重
要
性
が
増
す
な
か
で
「
大
橋
」
が
架
橋
さ
れ
、
そ
の
橋
詰
に
町
場

が
取
り
立
て
ら
れ
た
。
新
た
な
「
大
橋
宿
」
が
整
備
さ
れ
る
に
と
も
な
っ
て
、「
下

平
川
」「
上
平
川
」
の
町
場
と
し
て
の
機
能
が
低
下
し
た
。
あ
る
い
は
二
方
向
へ
の

起
点
と
な
っ
た
「
高
橋
」
＝
平
川
門
橋
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
、房
総
方
面
へ
の
「
大

橋
」
と
本
郷
台
方
面
へ
の
平
川
門
橋
へ
と
機
能
が
分
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幹
線
道
に

対
応
す
る
橋
と
い
う
位
置
づ
け
に
変
更
に
な
っ
た
と
も
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治

的
経
過
の
な
か
で
橋
の
重
要
性
も
変
遷
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
高
橋
」
と
「
大
橋
」

は
同
一
視
で
き
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
城
下
平
河
の
一
側
面
が
明
ら
か
に
で
き
た
。
そ
の
際
、【
史
料

14
】
に
あ
る
薬
師
堂
の
存
在
に
今
一
度
、
注
意
を
払
っ
て
お
き
た
い
。
薬
師
如
来
は

浄
瑠
璃
浄
土
に
所
在
す
る
と
さ
れ
、
東
方
の
仏
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
西
方
の
極

楽
浄
土
に
は
阿
弥
陀
如
来
が
祀
ら
れ
る
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
平
河
に

あ
っ
た
薬
師
堂
と
江
戸
城
の
位
置
関
係
か
ら
、
西
方
の
阿
弥
陀
如
来
と
し
て
は
貝
塚

に
あ
っ
た
増
上
寺
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
の
貝
塚
の
増
上
寺
と
東
の
平
河

の
薬
師
堂
が
一
本
の
道
、
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
大
道
の
下
道
で
結
ば
れ
て
い
た
。
町
場
は

そ
の
両
者
の
間
に
設
計
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
れ

ば
、「
高
橋
」
＝
平
川
門
の
西
側
が
「
上
平
川
」、同
じ
く
東
側
が
「
下
平
川
」
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
ま
る
。
ち
な
み
に
『
千
代
田
区
史
』
は
「
江
戸
城
下
と
い
わ
れ
る
も

の
は
、
平
河
や
貝
塚
あ
た
り
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
あ
っ
た
」（
千
代
田
区
役
所
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一
九
六
〇
）
と
貝
塚
の
重
要
性
に
注
目
し
て
い
る
。

５　

常
盤
橋
架
橋

　

流
路
変
更
す
な
わ
ち
雉
子
橋
門
か
ら
常
盤
橋
門
へ
と
至
る
外
郭
線
の
普
請
に
よ
っ

て
、
外
郭
線
の
内
側
は
「
慶
長
江
戸
図
」
に
描
か
れ
る
武
家
地
の
空
間
へ
と
変
貌
す

る
。
つ
ま
り
江
戸
城
域
の
拡
張
で
あ
る
。
こ
の
拡
張
に
よ
っ
て
大
手
門
外
に
存
在
し

た
「
宿
」
は
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
江
戸
城
で
は
新
た
な
城
下
の
町
割
り
が
実
施

さ
れ
た
。

　
『
千
代
田
区
史
』
に
は
「
家
康
が
江
戸
城
に
入
城
し
た
こ
ろ
に
は
、
現
在
皇
居
内

の
局
沢
、
吹
上
を
は
じ
め
、
平
川
の
あ
た
り
に
、
の
ち
の
多
聞
院
・
大
法
寺
・
法
恩

寺
・
本
妙
寺
・
本
行
寺
・
秦
心
寺
・
三
光
院
・
正
蔵
院
・
養
善
院
・
清
水
寺
・
東
福

寺
・
祝
言
寺
・
浄
土
寺
・
浄
輪
寺
・
聖
徳
寺
・
善
徳
寺
・
天
徳
寺
・
西
迎
寺
・
安
養

寺
な
ど
が
あ
り
、
局
沢
十
六
寺
と
よ
ば
れ
る
ほ
ど
多
数
の
寺
が
あ
っ
た
こ
と
は
前
に

も
ふ
れ
た
が
、
家
康
入
城
直
後
の
城
郭
整
備
に
よ
り
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
寺
院
が
天
正

十
八
年
か
ら
十
九
年
に
か
け
て
移
転
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
移
転
先
は
神
田
の
駿
河
台
や

下
谷
方
面
で
、
こ
こ
に
寺
地
を
割
り
当
て
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る

（
千
代
田
区
役
所
一
九
六
〇
）。
他
方
、
同
書
巻
末
の
付
図
１
「
江
戸
城
外
郭
内
の
寺

院
変
遷
表
」
の
う
ち
で
平
河
に
つ
い
て
は
、
多
聞
院
・
大
法
寺
・
法
恩
寺
・
本
行

寺
・
浄
心
寺
・
三
光
院
・
正
蔵
院
・
養
善
院
・
清
水
寺
・
東
福
寺
・
祝
言
寺
・
浄
土

寺
・
浄
輪
寺
・
安
養
寺
の
計
十
四
ヶ
寺
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
の
三
ヶ
寺
が
文
禄
年

間
（
一
五
九
二
～
九
六
）
に
、
ま
た
十
ヶ
寺
が
慶
長
十
年
代
に
移
転
し
た
と
整
理
し

て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
ま
で
に
移
転
し
、
既

存
の
平
河
の
町
場
が
解
体
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
区
史
本
文
の
内
容
と

は
異
な
り
、
付
表
か
ら
は
家
康
入
城
直
後
と
慶
長
十
年
代
の
拡
張
の
二
段
階
で
移
転

が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
例
え
ば
平
河
天
神
社
に
つ
い
て
、【
史
料
４
】
に

お
い
て
「
天
神
の
社
の
義
ハ
、
何
之
沙
汰
も
無
御
座
候
に
付
、
御
普
請
の
邪
魔
に
も

成
り
候
由
に
て
、
平
川
口
御
門
外
の
御
堀
端
へ
持
出
し
置
候
由
」
と
記
載
さ
れ
、
そ

の
後
に
【
史
料
14
】
に
見
る
よ
う
に
、
段
階
的
な
移
転
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
千

代
田
区
史
』
が
典
拠
と
す
る
史
料
が
「
文
政
寺
社
書
上
」「
続
御
府
内
備
考
」「
御
府

内
備
考
残
篇
」
で
あ
り
、
後
世
の
編
纂
物
の
た
め
、
移
転
の
年
代
が
正
確
で
あ
る
か

は
問
題
を
残
す
。「
慶
長
江
戸
図
」
に
よ
り
慶
長
十
二
年
頃
に
は
平
河
に
比
定
さ
れ

る
地
は
す
べ
て
武
家
地
と
な
り
、
移
転
が
終
了
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
慶
長
十
年

代
の
移
転
と
伝
え
る
こ
と
、
お
よ
び
慶
長
年
間
前
半
に
移
転
が
な
い
こ
と
に
疑
問
が

残
る
。
し
か
し
よ
り
長
い
年
代
で
捉
え
、
家
康
入
城
後
か
ら
慶
長
十
年
代
に
い
た
る

ま
で
に
段
階
的
に
寺
社
の
移
転
が
行
わ
れ
た
と
指
摘
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
平
河
に
旧
在
し
た
寺
院
が
移
転
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
移
転
も
城
域
お
よ
び
武
家
地
の
拡
大
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
先
の
【
史

料
14
】
で
は
、「
平
川
町
」
の
地
が
「
御
用
地
」
と
な
っ
た
た
め
、「
麹
町
辺
へ
引
ケ
」

た
と
記
し
て
い
た
。
ま
た
『
落
穂
集
』
に
は
、
平
河
天
神
社
と
と
も
に
あ
っ
た
山
王

社
を
紅
葉
山
へ
遷
し
、
そ
の
後
に
紅
葉
山
か
ら
上
野
へ
と
転
じ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は

神
田
明
神
も
「
慶
長
江
戸
図
」
の
土
井
利
勝
邸
の
場
所
に
あ
り
、
同
所
か
ら
現
在
地

へ
と
移
転
し
た
旨
を
載
せ
る
。
こ
れ
ら
は
江
戸
城
拡
張
に
と
も
な
う
武
家
地
の
設
定

と
い
う
政
策
に
よ
っ
て
移
転
さ
せ
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遷
宮
に
と
ど
ま

ら
ず
、【
史
料
14
】
に
見
え
る
よ
う
に
、
城
下
平
河
の
町
場
は
一
部
も
残
す
こ
と
な

く
完
全
に
解
体
さ
れ
、
現
平
河
町
へ
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
事
態
を
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、こ
の
時
に「
大
橋
」（
＝
大
手
門
）東
側
の「
宿
」

が
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
連

動
し
て
常
盤
橋
架
橋
が
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
は
玉
井
哲
雄
が
常
盤
橋
東
側
の
本
町
通

り
に
沿
っ
た
町
割
り
が
慶
長
期
に
行
わ
れ
た
と
主
張
す
る
説
と
接
合
す
る
こ
と
に

な
る
（
玉
井
一
九
八
六
）39
。「
慶
長
江
戸
図
」
そ
し
て
「
武
州
豊
島
郡
江
戸
庄
図
」

が
成
立
す
る
過
程
で
、
大
橋
の
名
称
は
大
手
門
橋
か
ら
常
盤
橋
の
呼
称
へ
と
移
り
変

わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
こ
の
橋
名
の
変
更
が
町
場
の
移
転
と
連
動
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
際
に
は
「
江
城
大
橋
宿
」
の
移
転
先
は
本
町
通
の
町
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場
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

家
康
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
雉
子
橋
か
ら
常
盤
橋
へ
の
人
工
開
削
に
よ
る
河
川
流
路

変
更
は
、
お
そ
ら
く
は
鈴
木
Ｂ
説
が
説
く
よ
う
に
日
比
谷
入
江
の
干
拓
を
目
指
し
た

た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
江
戸
城
の
城
域
の
拡
張
、
武

家
屋
敷
地
の
拡
大
、
そ
し
て
旧
城
下
の
町
場
や
寺
社
の
移
転
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の

変
化
は
ま
さ
に
江
戸
の
中
世
か
ら
近
世
へ
の
転
換
の
序
曲
と
言
い
得
る
の
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に
～
戦
国
期
か
ら
近
世
初
頭
の
江
戸
～

　

江
戸
城
の
東
側
を
中
心
に
太
田
道
灌
期
か
ら
慶
長
期
ま
で
を
論
じ
た
。
叙
述
は
史

料
に
則
し
た
た
め
、
対
象
と
す
る
年
代
が
前
後
し
、
煩
雑
と
な
っ
た
。
検
討
の
対
象

と
し
た
年
代
の
変
化
は
三
段
階
に
わ
か
れ
る
。
以
下
に
概
略
を
ま
と
め
た
い
。

（
第
１
段
階
）
太
田
道
灌
期
の
様
相

　
【
史
料
１
】
江
戸
城
静
勝
軒
詩
序
並
江
亭
記
等
写
に
描
か
れ
る
景
観
を
中
心
に
分

析
し
、
史
料
中
の
「
高
橋
」
は
江
戸
時
代
の
平
川
門
の
地
と
し
た
。
そ
し
て
「
日
々

成
市
」
と
描
写
さ
れ
た
城
下
平
河
は
「
高
橋
」
の
東
西
に
展
開
し
、平
河
天
神
社
（
現

在
の
宮
内
庁
書
陵
部
付
近
に
所
在
と
推
定
）
付
近
か
ら
平
川
門
外
付
近
を
城
下
の
空

間
と
考
え
た
。
西
端
は
あ
る
い
は
増
上
寺
が
旧
在
し
た
貝
塚
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
平
河
か
ら
は
神
田
駿
河
台
上
か
ら
本
郷
台
を
経
由
し
て
岩
付
へ
至
る
幹
線

道
が
あ
っ
た
。
道
筋
を
地
図
上
で
は
確
定
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
が
、
平
河
か
ら

は
浅
草
を
経
て
房
総
方
面
に
も
向
か
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
こ
の
交

通
の
状
況
は
【
史
料
１
】
に
あ
る
「
夫
城
之
為
地
、
海
陸
之
饒
、
舟
車
之
会
、
他
州

異
郡
」
と
い
う
記
載
と
密
接
に
か
か
わ
る
。

　

こ
の
空
間
構
成
は
文
明
年
間
（
一
四
六
九
～
一
四
八
七
）
か
ら
永
禄
年
間

（
一
五
五
八
～
一
五
七
〇
）
初
頭
に
あ
た
る
と
考
え
て
お
き
た
い
。

（
第
２
段
階
）
古
河
公
方
足
利
義
氏
御
座
所
期
の
改
修

　

お
お
よ
そ
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
こ
ろ
か
ら
同
十
三
年
頃
に
か
け
て
、
江
戸
城

は
古
河
公
方
足
利
義
氏
の
御
座
所
と
な
り
、江
戸
城
と
城
下
平
河
の
改
変
が
進
ん
だ
。

こ
の
時
、
平
川
西
岸
に
ま
で
城
域
が
拡
大
し
、「
大
橋
」
が
後
の
大
手
門
の
場
所
に

架
橋
さ
れ
、
橋
詰
に
は
「
大
橋
宿
」
が
設
定
さ
れ
た
。
状
況
か
ら
房
総
方
面
へ
の
課

題
に
対
処
し
て
、
江
戸
城
お
よ
び
城
下
が
改
修
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

義
氏
期
の
改
修
は
ほ
ぼ
永
禄
年
間
に
あ
た
る
。

（
第
３
段
階
）
徳
川
家
康
入
城
期
の
拡
張

　

家
康
の
入
国
に
よ
り
平
川
を
城
域
と
し
て
い
た
江
戸
城
は
、
そ
の
範
囲
を
よ
り
東

へ
と
拡
張
さ
れ
る
。
雉
子
橋
門
か
ら
常
盤
橋
門
へ
と
平
川
の
流
路
が
改
修
さ
れ
、
日

比
谷
入
江
の
干
拓
お
よ
び
武
家
地
の
確
保
が
計
画
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
中
世
墳
墓

が
散
在
し
た
江
戸
の
中
世
的
な
景
観
が
一
掃
さ
れ
た
。
こ
の
過
程
で
城
下
平
河
は
完

全
に
解
体
さ
れ
、
現
在
の
平
河
町
へ
の
移
転
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
常
盤
橋
の
架
橋

と
本
町
通
り
町
割
り
も
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
し
ば
ら
く
後
に
「
大
橋
」
の
呼
称

も
大
手
門
橋
か
ら
常
盤
橋
へ
と
変
更
に
な
っ
た
。
一
連
の
拡
張
工
事
に
よ
り
「
慶
長

江
戸
図
」
に
描
か
れ
た
様
相
の
直
前
の
都
市
江
戸
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
。

　

こ
の
期
の
河
川
改
修
や
寺
社
・
町
場
移
転
の
具
体
的
な
年
代
が
確
定
で
き
な
い
が
、

「
慶
長
江
戸
図
」
の
本
丸
改
修
が
慶
長
十
一
・
十
二
年
の
実
施
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
お
お
よ
そ
文
禄
期
か
ら
慶
長
期
前
半
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
後
、
日
本
橋
架
橋
と
東
海
道
沿
い
の
町
割
り
の
段
階
、
そ
し
て
寛
永
期
の
惣

構
え
の
建
設
の
段
階
へ
と
繋
が
る
。
都
市
江
戸
は
一
大
変
化
の
時
を
迎
え
る
こ
と
に

な
る
。

【
註
】

１　

こ
の
「
高
橋
」
の
記
載
で
あ
る
が
、
厳
密
に
言
え
ば
固
有
名
詞
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
「
高

い
橋
」
と
い
う
橋
の
景
観
を
形
容
し
た
表
現
で
あ
る
か
、
そ
の
ど
ち
ら
で
あ
る
か
と
い
う
微

妙
な
問
題
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
認
識
し
な
が
ら
も
、以
下
で
は
固
有
名
詞
と
し
て
「
高

橋
」
と
し
て
記
す
こ
と
に
す
る
。
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２　

以
前
の
史
料
集
（
例
え
ば
『
北
区
史
』
資
料
編
古
代
中
世
１
・
421
）
で
は
、「
河
城
大
橋
宿
」

と
読
解
し
、「
河
城
」
を
河
越
城
に
比
定
し
て
い
た
。
原
文
書
や
史
料
の
内
容
か
ら
「
江
城
」

と
読
む
の
が
正
し
い
と
判
断
し
た
。

３　

天
正
十
二
年
に
発
給
さ
れ
た
朱
印
状
の
宛
名
に
「
江
戸
宿
」
と
い
う
名
称
が
見
ら
れ
る
（（『
北

区
史
』
資
料
編
古
代
中
世
１
・
489
）。
平
河
と
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
重
要
点
で
あ
る
が
、

「
江
戸
」
の
地
名
を
冠
す
る
宿
が
み
え
る
。
あ
る
い
は
、「
江
城
大
橋
宿
」
と
同
一
の
宿
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

４　

本
稿
に
お
い
て
は
、
個
別
名
称
あ
る
い
は
引
用
に
拠
ら
な
い
限
り
、
河
川
に
つ
い
て
は
平
川
、

地
名
に
つ
い
て
は
平
河
と
表
記
す
る
。

５　

近
年
、
谷
口
榮
は
『
東
京
市
史
稿
』
の
叙
述
を
踏
ま
え
、「
結
論
的
に
自
説
を
整
理
す
る
と
、

家
康
以
降
の
江
戸
城
内
濠
が
道
灌
時
代
の
平
川
と
想
定
さ
れ
、
道
灌
の
『
江
戸
城
静
勝
軒
銘

詩
序
並
江
亭
記
等
写
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
高
橋
」
は
、
近
世
江
戸
城
の
『
大
手
門
』
の
と

こ
ろ
、『
別
本
慶
長
江
戸
図
』
の
描
写
に
疑
問
を
提
示
し
つ
つ
も
、
同
図
の
『
御
城
入
口
御

門
』
辺
り
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
平
川
の
想
定
ラ
イ
ン
が
道
灌
時
代
の
江
戸
城
の
東

側
の
範
囲
と
想
定
さ
れ
る
」
と
、『
東
京
市
史
稿
』
に
近
似
す
る
理
解
を
述
べ
て
い
る
（
谷

口
二
〇
一
七
・
二
〇
一
八
お
よ
び
二
〇
一
八
）。

６　

菊
池
に
先
立
ち
、
伴
三
千
雄
は
「
当
時
江
戸
城
に
最
も
関
係
深
か
り
し
河
流
れ
は
平
川
と
す
。

即
ち
今
の
江
戸
川
（
当
時
小
川
と
も
称
す
）
の
下
流
に
し
て
、
小
石
川
を
合
せ
南
に
赴
き
、

城
の
東
北
辺
を
流
れ
、（
現
今
一
ツ
橋
、
神
田
橋
等
を
架
せ
る
徳
川
時
代
の
城
濠
）
東
流
し

て
海
に
入
る
。（
今
の
日
本
橋
川
は
即
ち
其
下
流
な
り
。）
此
川
の
両
岸
に
平
川
村
あ
り
、
後

に
上
下
二
村
に
分
れ
、
江
戸
城
の
城
下
町
と
な
り
、
商
船
漁
舟
常
に
此
川
に
集
り
来
り
、
大

に
繁
栄
を
致
せ
り
。
房
州
米
、
常
州
茶
、
信
州
の
銅
、
越
の
箭
竹
或
は
泉
州
堺
に
集
ま
れ
る

海
外
の
珍
貨
に
至
る
ま
で
、
一
と
し
て
備
は
ら
ざ
る
は
無
か
り
し
と
云
ふ
。
以
て
其
盛
ん
な

り
し
を
見
る
べ
し
。
要
す
る
に
平
川
は
、
城
北
の
要
害
を
兼
ぬ
る
に
経
済
上
の
要
津
た
り
し

な
り
」
と
述
べ
て
お
り
（
伴
一
九
一
八
）、「
高
橋
」
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
も
の
の
、
菊
池

説
と
の
関
連
を
う
か
が
わ
せ
る
。

７　

後
藤
は
常
盤
橋
を
「
高
橋
」
と
述
べ
て
お
り
、「
高
橋
」
に
つ
い
て
も
鈴
木
の
当
初
の
見
解

を
踏
襲
し
て
い
る
。

８　

こ
の
理
解
は
岡
野
友
彦
（
岡
野
一
九
九
九
）
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

９　

日
本
歴
史
地
名
体
系
第
一
三
巻
『
東
京
都
の
地
名
』（
平
凡
社
二
〇
〇
二
）
は
、「
平
川
は
神

田
川
・
日
本
橋
川
の
旧
称
で
、
中
世
ま
で
は
現
飯
田
橋
付
近
か
ら
現
一
ツ
橋
を
通
っ
て
日
比

谷
入
江
に
流
入
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
」
と
解
説
す
る
。

10　

同
様
に
谷
口
が
「
高
橋
」
＝
大
手
門
と
す
る
根
拠
も
明
確
で
な
い
（
谷
口
二
〇
一
八
）。
お

そ
ら
く
『
東
京
市
史
稿
』
を
前
提
と
し
て
「
高
橋
」
と
「
大
橋
」
を
同
一
視
し
て
い
る
た
め

と
思
わ
れ
る
。

11　

色
彩
で
地
形
を
表
現
し
て
い
る
図
の
た
め
、
掲
載
に
な
じ
ま
な
い
。
国
土
地
理
院
Ｈ
Ｐ
で
デ

ジ
タ
ル
標
高
地
形
図
「
関
東
」
東
京
都
区
部
と
そ
の
周
辺
【
技
術
資
料D

1-N
o.860

】�http://
w
w
w
.gsi.go.jp/kankyochiri/degitalelevationm

ap_kanto.htm
l

を
参
照
さ
れ
た
い
。

12　

た
だ
し
、
日
本
橋
付
近
よ
り
以
南
が
前
島
と
呼
称
さ
れ
、
島
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
点
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
地
図
か
ら
は
台
地
続
き
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
地
名
と
の

関
係
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

13　

江
戸
史
料
叢
書
『
落
穂
集
』（
人
物
往
来
社　

一
九
六
七
）
六
二
頁

14　
『
事
蹟
合
考
』
に
お
い
て
は
、「
本
町
通
り
室
町
三
四
町
の
辻
に
あ
た
り
候
地
」
に
所
在
し
た

と
す
る
。

15　

後
述
す
る
「
江
城
大
橋
宿
」
の
東
端
が
日
本
橋
付
近
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

16　
『
慶
長
見
聞
集
』
に
は
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
銭
瓶
橋
の
た
も
と
で
一
括
出
土
銭
が

出
土
し
た
逸
話
を
載
せ
る
。
同
橋
は
道
三
堀
に
か
か
る
橋
で
は
あ
る
が
、
道
三
堀
の
掘
削
は

城
下
町
の
建
設
と
か
か
わ
る
の
で
、
常
盤
橋
架
橋
も
年
代
的
に
相
応
し
い
時
期
で
あ
り
、
あ

る
い
は
こ
の
頃
で
あ
ろ
う
か
。

17　
『
太
田
家
記
』
に
は
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
六
月
二
五
日
付
け
の
棟
札
が
写
し
と
ど
め
ら

れ
る
（『
北
区
史
』
資
料
編
古
代
中
世
１
・
218
）。
な
お
、
平
河
天
神
社
は
江
戸
時
代
初
頭
に

現
在
の
千
代
田
区
平
河
町
に
移
転
す
る
。

18　
『
梅
花
無
尽
蔵
』
に
は
「
余
比
寓
武
之
江
戸
城
、
有
丞
相
祠
堂
、
裁
柳
挿
松
、
不
知
幾
数
百
株
、

文
明
丙
午
仲
春
二
十
有
五
、
適
値
丑
之
晨
、
寔
世
之
所
少
也
、」（『
五
山
文
学
新
集
』
第
六

巻　

七
〇
八
頁
）
の
記
載
も
見
ら
れ
る
。

19　

続
群
書
類
従
本『
梅
花
無
尽
蔵
』に
は
当
該
の
箇
所
に
つ
い
て
、「
江
戸
城
香
月
亭
下
」（
八
二
六

頁
）
と
記
し
、建
物
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
し
か
し
、同
本
（
九
二
二
頁
）
お
よ
び
『
五

山
文
学
新
集
』（
八
四
九
頁
）
で
は
「
道
灌
、
曾
栽
梅
花
数
百
株
、
其
斎
号
香
月
」
と
記
す
。

し
た
が
っ
て
香
月
斎
が
本
来
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

ま
た
香
月
斎
で
あ
っ
た
と
し
て
も
建
物
と
解
釈
す
る
余
地
が
あ
る
が
、
文
意
に
則
し
て
梅

林
を
上
か
ら
鑑
賞
す
る
地
点
と
考
え
て
お
く
。

20　
『
梅
花
無
尽
蔵
』
の
「
江
戸
城
香
月
斎
下
、
有
西
湖
梅
、
蓋
分
取
金
沢
余
根
、
挿
之
、
于
時

着
花
爛
漫
、
得
鴻
字
、」（『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
巻　

七
〇
七
頁
）
の
記
載
に
よ
る
。

21　
「
慶
長
江
戸
図
」
の
段
階
で
は
北
曲
輪
に
あ
た
る
。
こ
の
地
点
は
本
丸
拡
張
時
に
か
さ
上
げ
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さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
梅
林
坂
は
今
よ
り
緩
や
か
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

22　

現
在
、
同
社
は
東
京
都
千
代
田
区
九
段
に
鎮
座
す
る
が
、
本
史
料
か
ら
戦
国
期
は
「
上
平
川
」

に
所
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
後
は
江
戸
城
の
拡
張
な
ど
に
よ
り
移
転
を
繰

り
返
し
、
東
京
大
空
襲
で
焼
失
す
る
以
前
は
筑
土
八
幡
神
社
（
新
宿
区
筑
土
八
幡
町
）
の
隣

接
地
に
所
在
し
、「
築
土
明
神
」
と
称
し
た
と
い
う
。

23　

本
文
中
の
遠
山
右
衛
門
は
遠
山
政
景
に
比
定
さ
れ
、
本
史
料
は
家
督
を
継
承
し
た
永
禄
七

年
以
後
に
あ
た
る
。
ま
た
江
戸
城
御
座
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
河
移
座
が
永
禄
十
二
年

（
一
五
六
九
）
六
月
二
九
日
以
前
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
史
料
の
下
限
を
同
日
と
す
る
。
た

だ
し
、
後
掲
註
27
で
論
じ
る
よ
う
に
、
移
座
が
永
禄
十
三
年
で
あ
る
と
す
れ
ば
下
限
も
変
更

と
な
る
。

24　

佐
藤
博
信「
古
河
公
方
足
利
義
氏
に
つ
い
て
の
考
察
―
特
に「
葛
西
様
」を
め
ぐ
っ
て
―
」（
佐

藤
二
〇
〇
六
）
は
江
戸
御
座
所
化
の
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
江
戸
地
域
に
古

河
公
方
領
が
設
定
で
き
な
い
た
め
、
葛
西
城
が
御
座
所
と
な
っ
た
と
解
し
、「
実
現
を
み
な

か
っ
た
」
と
し
た
。
氏
に
よ
る
と
足
利
義
氏
が
葛
西
城
か
ら
関
宿
城
へ
と
移
座
し
た
の
は
天

文
二
四
年
（
一
五
五
五
）
八
月
以
前
で
あ
る
。
永
禄
年
間
の
江
戸
城
御
座
所
を
想
定
す
る
私

見
と
は
年
代
が
前
後
す
る
。

25　

後
掲
註
27
参
照

26　
「
鎌
倉
殿
并
古
河
・
喜
連
川
御
所
様
御
代
之
盃
名
帳
」（
古
河
市
史
一
五
四
六
）、「
関
東
将
軍

家
同
御
台
方
過
去
帳
」（
古
河
市
史
一
五
四
七
）
な
ど
に
よ
る
。

27　

六
月
二
九
日
付
け
の
日
付
が
記
載
さ
れ
る
本
状
の
年
代
に
つ
い
て
、
次
の
二
点
を
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
理
解
し
て
い
る
。

　
　

①�

「
く
は
う
さ
ま
御
し
の
ひ
ニ
て
、
こ
か
へ
御
う
つ
り
の
よ
し
候
、」
の
文
言
か
ら
、
永
禄

十
二
年
六
月
二
八
日
の
足
利
義
氏
の
古
河
移
座
以
後
で
あ
る
こ
と
。

　
　

②�

宛
所
に
あ
る
「
ひ
ら
川　

こ
う
し
つ
」
は
、
永
禄
十
二
年
十
月
六
日
の
三
増
合
戦
に
戦
死

し
た
豊
前
山
城
守
の
後
家
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　

特
に
①
の
「
た
ゝ
い
ま
ふ
し
き
の
や
う
た
ひ
き
こ
え
候
た
る
、
れ
う
し
の
や
う
に
候
へ
と

も
、
と
り
あ
へ
す
文
し
て
申
ま
い
ら
せ
候
」
の
切
迫
し
た
文
章
は
、
義
氏
の
古
河
移
座
直
後

を
示
す
と
考
え
て
間
違
い
は
な
か
ろ
う
。
年
次
比
定
を
行
う
前
提
と
し
て
意
識
し
た
い
。

　
　
　

ま
ず
①
②
の
二
点
を
肯
定
的
に
考
え
る
と
、
本
状
は
永
禄
十
二
年
で
は
な
く
永
禄
十
三
年

の
発
給
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
（
Ａ
―
１
）。
た
だ
し
、
仮
に
年
次
が
永
禄
十
三
年
で
あ
っ

た
と
し
て
も
先
の
前
提
と
な
る
状
況
が
あ
わ
ず
、
内
容
的
に
両
者
の
う
ち
い
ず
れ
か
に
誤
り

が
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　
　

そ
こ
で
②
を
重
視
し
、
①
に
年
次
比
定
の
誤
り
を
認
め
た
場
合
、
古
河
移
座
が
翌
永
禄

十
三
年
で
あ
っ
た
と
す
る
解
釈
が
あ
り
え
る
（
Ａ
―
２
）。
古
河
移
座
を
明
示
す
る
史
料

（『
戦
国
遺
文
』
古
河
公
方
編
九
二
二
・
九
二
三
～
九
二
六
お
よ
び
野
田
市
史
五
―
225
）
は
、

い
ず
れ
も
内
容
か
ら
永
禄
十
二
年
で
あ
る
と
す
る
根
拠
に
乏
し
い
。
佐
藤
博
信
「
足
利
義

氏
の
古
河
移
座
に
つ
い
て
」
は
花
押
形
の
一
致
か
ら
永
禄
十
二
年
で
あ
る
と
す
る
（
佐
藤

一
九
九
六
）。
花
押
形
の
同
定
を
行
わ
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
多
大
な
敬
意
を
表

す
る
。
た
だ
な
ぜ
同
花
押
形
か
ら
永
禄
十
二
年
が
導
き
出
さ
れ
る
か
の
説
明
を
欠
く
の
は
残

念
と
い
う
ほ
か
な
い
。
ま
た
義
氏
の
古
河
在
城
は
永
禄
十
三
年
八
月
三
日
付
の
願
文
（『
戦

国
遺
文
』
古
河
公
方
編
九
三
二
）
に
確
認
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
時
点
以
前
に
移
座
が
あ
っ
た

こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
先
に
指
摘
し
た
一
連
の
「
御
当
地
古
河
移
御
座
」
な
ど
の
文
言
を
含

む
贈
答
関
係
等
の
文
書
の
月
日
は
、
こ
の
願
文
に
続
く
こ
と
か
ら
、
永
禄
十
三
年
六
月
廿
八

日
に
移
座
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
は
越
相
同
盟
の
締
結
に
よ
っ
て
、
義

氏
の
古
河
移
座
の
条
件
が
調
い
、
そ
れ
ゆ
え
に
急
な
移
座
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
後
お
よ
そ
一
ヶ
月
が
経
過
し
、古
河
で
の
状
況
が
調
い
、願
文
等
の
発
給
と
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　

ま
た
通
説
の
古
河
移
座
を
永
禄
十
二
年
と
す
る
説
に
準
拠
す
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

そ
の
際
に
は
②
が
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、「
ひ
ら
川�

こ
う
し
つ
」
は
豊
前
山

城
守
の
後
室
で
は
あ
り
え
ず
、別
の
人
物
と
な
る
（
Ｂ
―
１
）。
確
か
に
「
ひ
ら
川�

こ
う
し
つ
」

と
宛
名
書
き
す
る
人
物
は
千
葉
胤
富
の
み
で
あ
り
、
他
の
発
給
者
は
「
豊
前
山
城
後
家
」
な

ど
と
記
し
て
い
る
。

　
　
　

あ
る
い
は
「
ひ
ら
川�

こ
う
し
つ
」
は
豊
前
左
京
亮
の
後
室
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
（
Ｂ

―
２
）。
こ
の
場
合
、
左
京
亮
と
山
城
守
は
同
一
人
物
と
す
る
萩
原
龍
夫
「
豊
前
氏
と
後
北

条
氏
」の
理
解（
萩
原
二
〇
〇
七
、初
出
一
九
七
一
）と
別
系
統
で
あ
る
と
す
る
佐
藤
博
信「
豊

前
氏
の
研
究
」
の
見
解
（
佐
藤
一
九
八
九
）
の
評
価
に
か
か
わ
る
。
佐
藤
説
の
場
合
、
豊
前

左
京
亮
の
後
室
と
考
え
る
こ
と
で
永
禄
十
二
年
発
給
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
ま
た
、
萩

原
説
の
場
合
、「
ひ
ら
川�

こ
う
し
つ
」と「
豊
前
山
城
後
家
」は
同
一
人
物
と
考
え
ざ
る
を
え
ず
、

（
Ａ
―
２
）
説
で
あ
れ
ば
解
決
す
る
。
し
か
し
、「
豊
せ
ん
山
城
後
家
」
は
山
城
守
没
後
の
豊

前
家
の
名
代
と
し
て
登
場
す
る
（『
戦
国
遺
文
』
古
河
公
方
編
九
二
八
）。
ゆ
え
に
豊
前
家
を

代
表
し
て
宛
名
と
な
る
「
ひ
ら
川�

こ
う
し
つ
」
と
「
豊
前
山
城
後
家
」
は
同
一
人
物
と
考
え

る
方
が
素
直
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
点
に
つ
い
て
の
誤
認
は
な
い
と
考
え
て
お
き
た

い
。

　
　
　

同
一
人
物
と
考
え
た
場
合
、
②
に
つ
い
て
は
、
豊
前
山
城
守
が
三
増
合
戦
で
戦
死
し
た
と
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考
え
る
根
拠
と
な
っ
た
足
利
義
氏
書
状
写
（『
戦
国
遺
文
』
古
河
公
方
編
九
二
七
）
の
発
給

さ
れ
た
年
次
を
永
禄
十
一
年
に
比
定
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
同
年
十
月
九
日
以
前

の
三
増
合
戦
以
外
で
戦
去
し
た
と
考
え
る
こ
と
に
な
る
（
Ｃ
）。

　
　
　

年
次
比
定
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
考
え
ら
れ
、
現
状
に
お
い
て
は
年
代
を
判

断
す
る
決
め
手
を
欠
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
足
利
義
氏
の
古
河
移
座
と
ほ
ぼ
同
時
に
発
給
さ

れ
た
こ
と
は
確
実
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
確
証
を
欠
く
も
の
の
義
氏
古
河
移
座
は
永
禄

十
三
年
で
あ
り
、
本
史
料
は
そ
の
直
後
の
発
給
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
（
Ａ

―
２
）
説
の
妥
当
性
は
高
い
。
現
状
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
き
た
い
。

28　

佐
藤
博
信
「
豊
前
氏
の
研
究
」（
佐
藤
一
九
八
九
）
は
、「
ひ
ら
川
」
を
茨
城
県
稲
敷
郡
河
内

村
平
川
あ
る
い
は
千
葉
市
平
川
町
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
た
が
、「
た
だ
、
千
葉
氏
と
の

関
係
か
ら
も
、
古
河
―
元
佐
倉
と
常
陸
川
水
運
な
ど
を
通
じ
て
深
く
結
び
付
い
た
地
で
あ
る

こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
こ
の
平
川
の
地
は
、
豊
前
氏
の
本
貫
地
で
あ
っ
た
可
能
性

も
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、従
前
は
「
ひ
ら
川
」
が
平
河
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
な
お
、
近
年
で
は
『
野
田
市
史
』
資
料
編
：
古
代
・
中
世
１
が
所
載
す
る
足
利
義
氏
書

状
写
（
野
田
市
史
五
―
317
）
の
解
説
に
お
い
て
、「
豊
前
山
城
守
後
家
は
、
豊
前
守
（
マ
マ
）の

屋
敷

が
武
蔵
国
平
川
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
あ
っ
た
の
で
、
平
川
後
室
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

29　
（
元
亀
二
年
・
一
五
七
一
）
十
月
廿
七
日
付
の
武
田
信
玄
書
状
（
戦
国
遺
文
武
田
一
七
四
四
）

で
は
、「
今
の
時
節
、
本
来
で
あ
れ
ば
鎌
倉
に
着
陣
し
、
ご
意
見
を
頂
く
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、

思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
、
ま
ず
は
甲
府
に
帰
陣
し
、
そ
の
上
で
来
月
中
旬
に
小
田
原
を

攻
撃
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
江
戸
あ
た
り
で
ご
面
会
で
き
れ
ば
と
存
じ
ま
す
」
と

報
じ
、
江
戸
の
付
近
で
の
参
会
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
当
時
の
関
東
は
越
相
同
盟
に
よ
っ
て

北
条
・
上
杉
両
家
が
協
調
し
、
足
利
義
氏
を
古
河
公
方
に
擁
い
て
い
た
。
武
田
信
玄
は
そ
の

情
勢
に
介
入
し
、
足
利
義
氏
に
対
抗
し
て
足
利
藤
政
を
擁
立
す
る
勢
力
を
糾
合
し
た
。
そ
の

信
玄
が
小
田
原
攻
め
を
予
定
と
報
じ
て
い
る
。
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
に
小
田
原
攻
め

を
行
っ
た
際
に
は
、
信
玄
は
関
東
平
野
西
部
の
山
際
を
南
進
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
計
画
で

は
小
田
原
に
加
え
て
武
蔵
国
を
東
端
へ
と
横
断
し
た
江
戸
付
近
を
一
つ
の
目
標
地
と
し
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
足
利
藤
政
を
擁
立
す
る
側
に
対
し
て
、
足
利
義
氏
が

拠
点
と
す
る
江
戸
城
を
攻
撃
す
る
と
意
図
を
示
し
て
、
呼
び
か
け
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
、
江
戸
の
政
治
的
位
置
を
確
認
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

30　
「
総
州
佐
貫
地
被
立
御
座
候
内
、
江
戸
ニ
被
閣
候
奉
公
者
」
と
記
さ
れ
た
史
料
（『
戦
国
遺
文
』

古
河
公
方
編
八
八
三
・
八
八
四
）
が
見
ら
れ
、
御
座
所
が
佐
貫
で
あ
り
、
被
官
の
一
部
が
江

戸
に
残
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
時
期
が
永
禄
七
・
八
年
で
あ
り
、
江
戸
城
が
御
座
所

で
あ
る
時
期
と
重
な
る
と
考
え
れ
ば
、
佐
貫
は
出
陣
に
か
か
わ
る
陣
所
の
地
で
あ
り
、
古
河

公
方
家
の
拠
点
で
な
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
続
く
鎌
倉
に
御
座
が
移
さ

れ
て
い
る
時
期
の
状
況
を
勘
案
す
れ
ば
、
御
座
所
が
並
立
す
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ

ろ
う
か
。
詳
細
な
評
価
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

31　

通
説
で
は
小
金
が
一
時
的
な
御
座
所
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
先
述
の
よ
う

な
経
過
や
江
戸
が
御
座
所
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
小
金
に
は
拠
点

を
構
え
た
の
で
は
な
く
、
関
宿
か
ら
の
撤
退
す
る
途
中
の
中
継
地
点
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

32　

謙
信
が
古
河
の
地
の
適
格
性
を
持
ち
出
し
た
背
景
に
は
、
江
戸
を
御
座
所
と
す
る
足
利
義
氏

は
古
河
公
方
と
し
て
不
適
格
で
あ
る
と
非
難
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

33　

従
来
、「
御
台
様
御
取
合
」
に
つ
い
て
「
芳
春
院
殿
が
口
添
え
し
て
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス

で
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
場
合
、
両
屋
敷
は
豊
前
氏
の
屋
敷
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

豊
前
氏
は【
史
料
９
】に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、別
の「
有
瀧
屋
敷
」を
受
け
取
っ
て
い
る
。
よ
っ

て
両
屋
敷
は
豊
前
氏
の
屋
敷
で
は
な
く
別
人
の
た
め
に
普
請
さ
れ
る
。
ま
た
先
の
箇
所
は「
芳

春
院
殿
へ
御
取
り
合
わ
せ
」
と
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、【
史
料
８
】
を
踏
ま
え
れ
ば
「
芳

春
院
殿
の
御
所
と
し
て
取
り
計
ら
う
」
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

34　

周
知
の
よ
う
に
「
武
州
豊
島
郡
江
戸
庄
図
」
の
写
本
は
多
数
伝
来
す
る
。
そ
の
な
か
に
は
「
追

手
口　

ま
す
か
た
」「
大
橋
」
の
記
載
に
つ
い
て
、
欠
損
や
書
写
の
過
程
で
の
異
同
が
認
め

ら
れ
る
写
本
は
あ
る
。

35　

こ
の
点
は
『
江
戸
名
所
図
会
』
も
注
目
す
る
。
常
盤
橋
に
つ
い
て
「
按
に
此
の
橋
の
旧
名
を

大
橋
と
い
ひ
伝
ふ
る
ハ
誤
な
り
、
慶
長
十
二
年
の
江
戸
絵
図
に
今
の
御
本
丸
の
下
乗
橋
を
大

橋
と
志
る
し
て
あ
り
、
同
図
に
常
盤
橋
を
ハ
浅
草
口
橋
と
し
る
せ
り
、
依
て
常
盤
橋
の
大
橋

に
あ
ら
さ
る
こ
と
を
し
る
へ
し
」と
記
載
す
る
。「
慶
長
江
戸
図
」に
は
下
乗
橋
に
つ
い
て「
大

手
土
橋
」、大
手
門
に
「
大
橋
」
と
記
載
す
る
の
で
、誤
解
を
含
む
も
の
の
、常
盤
橋
に
は
「
浅

草
口
橋
」
と
記
し
て
い
る
点
に
注
目
し
、
常
盤
橋
＝
大
橋
説
を
否
定
し
て
い
る
。

36　

拙
稿
（
齋
藤
二
〇
一
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

37　
（
永
禄
十
一
年
）
霜
月
十
二
日
付
け
の
北
条
氏
政
書
状
（『
北
区
史
』
資
料
編
古
代
中
世
Ⅰ
・

416
）
に
こ
の
行
程
が
確
認
さ
れ
る
。

38　

平
川
門
橋
か
ら
は
浅
草
に
も
通
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
平
川
門
橋
を
渡
河
し

た
直
後
に
分
岐
し
、
他
方
は
浅
草
方
面
に
神
田
駿
河
台
の
南
山
麓
を
迂
回
し
て
浅
草
に
向

か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
本
郷
台
に
向
か
っ
た
道
筋
が
神
田
駿
河
台
に
上
っ
た
後
、
分
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岐
し
て
浅
草
方
面
に
台
地
か
ら
下
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
前
者
の
場
合
、
神
田
駿
河

台
の
神
田
山
を
迂
回
し
、
高
低
差
を
回
避
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
海
岸
線
に
近
く
、
低

地
部
を
通
過
す
る
こ
と
か
ら
道
の
保
全
の
問
題
点
も
生
じ
る
。
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
日
比
谷

入
江
の
干
拓
の
問
題
と
も
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
低
地
に
関
係
す
る
微
妙
な
位
置
で
も

あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
神
田
山
南
麓
を
迂
回
す
る
道
筋
は
「
大
橋
」（
大
手
門
）
か
ら
続
く
道

で
あ
り
、「
大
橋
」（
大
手
門
）
の
架
橋
に
よ
り
普
請
さ
れ
た
道
で
あ
る
可
能
性
も
残
る
。
無

論
、
従
前
よ
り
浅
草
に
至
る
道
が
存
在
し
、
そ
の
道
に
繋
げ
る
よ
う
に
「
大
橋
」（
大
手
門
）

か
ら
新
規
に
連
絡
道
が
敷
設
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
現
状
で
は
、「
大
橋
」（
大
手
門
）
架

橋
以
前
に
浅
草
方
面
に
向
か
う
道
筋
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
確
定
で
き
な
い
。

39　

お
そ
ら
く
日
本
橋
付
近
に
所
在
し
た
被
差
別
部
落
が
移
転
し
た
の
も
こ
の
時
で
あ
ろ
う
。
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